
－189－ 

甲斐市議会 予算審査特別委員会 会議録 
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審査内容 

１ 議案第２０号 令和７年度甲斐市一般会計予算 
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開会 午前 ９時２８分 

 

○書記（深澤隼人君） おはようございます。 

  ただいまから予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  それでは、委員長挨拶、滝川副委員長、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 改めまして、おはようございます。 

  本日も委員長に代わり私が進行させていただきます。 

  予算審査特別委員会も３日目となりますが、引き続き、慎重審議をお願いいたします。 

  以上でご挨拶といたします。 

  それでは、ただいまから始めさせていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○副委員長（滝川美幸君） ただいまの出席委員は18名です。定足数に達しておりますので、

これより予算審査特別委員会を開会いたします。 

  本日も引き続き、一般会計歳出の予算の審査を行います。審査に当たり、質疑は一問一答

で簡潔にお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  議案第20号 令和７年度甲斐市一般会計予算を議題といたします。 

  初めに、環境課所管の事業についての説明を求めます。 

  伊藤環境課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 改めまして、おはようございます。大変お疲れさまでございます。 

  環境課の令和７年度当初予算につきましてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書につきましては、120ページから125ページ、それから、190、191ページにな

ります。また、予算参考資料につきましては、ナンバー４の８ページからとなります。 

  それでは、予算参考資料により順次ご説明させていただきますが、特定財源の内訳額のみ

読み上げさせていただき、新規事業や前年度から金額が大きく変更となる内容を中心として

ご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  予算説明書は120ページから123ページになります。予算参考資料の８ページをお願いい

たします。 
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  ４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費の01環境衛生関係職員費、予算額１

億1,537万1,000円。財源内訳ですが、その他特定財源につきましては、狂犬病予防注射済

票交付手数料の66万8,000円と犬の登録手数料９万円、犬抑留手数料7,000円を見込んでお

り、残りは一般財源になります。概要につきましては、職員17人分の給与費になります。

内訳は、環境課８人、脱炭素社会推進課６人、峡北広域事務組合派遣職員１人、山梨西部広

域環境組合派遣職員１人、合わせて17人の人件費であります。 

  ナンバー10一般管理事業（環境衛生費）、予算額２万5,000円、財源内訳は全て一般財源

です。概要につきましては、事務消耗品等といたしまして環境課関係の一般事務経費であり

ます。 

  ナンバー11環境委員会費、予算額407万4,000円、財源内訳は全て一般財源であります。

概要につきましては、各自治会から選出をお願いしております環境委員136人の報酬、運営

経費として消耗品や郵便料などでございます。 

  ナンバー12環境美化事業、予算額1,358万6,000円で、財源内訳は全て一般財源になりま

す。概要につきましては、各地区で実施しております一斉河川清掃に係る消耗品、土砂処理、

重機借上料等の経費と環境美化活動に対する自治会への補助金であります。 

  ナンバー13雑草除去対策事業、予算額19万3,000円、財源内訳は全て一般財源になります。

概要につきましては、市内全域における空き地等に繁茂する雑草除去の指導に係る郵便料、

その他環境課が管理する敷島保健福祉センター南側にあります峡北広域の焼却灰埋立地の雑

草除去の委託料であります。 

  ナンバー14狂犬病予防、野犬対策事業、予算額70万7,000円で、財源内訳のその他特定財

源は、全額狂犬病予防注射済票交付手数料になります。概要につきましては、狂犬病予防関

係費として、消耗品や郵便料、また、ペットの適正飼育関係経費であります。 

  ナンバー18猫不妊去勢手術費助成事業、予算額179万1,000円で、財源内訳のその他特定

財源は、特定事業ふるさと応援基金繰入金72万円で、残りは一般財源となります。概要に

つきましては、猫の不妊去勢手術費に対する補助金と、それに伴う通知のための郵便料と消

耗品であります。 

  ９ページをお願いいたします。 

  続きまして、２目環境保全費になります。 

  ナンバー01環境保全事業、予算額882万3,000円、財源内訳の国県支出金は、県の環境保

全課題対策事業費補助金８万9,000円、その他特定財源の205万円は、環境保全協力金200万
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円及び環境に関する寄附金を５万円見込むものであり、残りは一般財源となります。概要に

つきましては、環境教育啓発経費等は、小学校５年生を対象とした環境副読本の作成費や環

境ツアー等であります。災害時協力井戸水質検査委託については、災害時に上水道が断水等

した場合に、主にトイレや洗濯などの生活用水について、井戸水を活用し補うことを目的に、

令和５年度に井戸所有者に対して実施した災害時の井戸水の提供等に関するアンケートにお

いて協力可能とした市民等を対象に、今年度制定しました甲斐市災害時協力井戸の登録に関

する要綱に基づいて、登録申請者の井戸水の水質検査の実施を行っていますが、今年度水質

検査ができなかった対象者の所有する井戸の水質検査を実施するための委託経費であります。 

  各種環境監視測定検査委託は、河川や地下水の水質検査や土壌等の検査に係る委託経費で

あります。 

  ナンバー02環境審議会費、予算額12万9,000円、財源内訳は全て一般財源です。概要につ

きましては、環境審議会委員20人のうち、関係行政機関枠の県職員１人を除く19人にお支

払いする報酬と郵便料等の運営経費となります。 

  ナンバー03自然保護事業、予算額４万2,000円、財源内訳の国県支出金の４万円は、山梨

県からの委託金であり、残りは一般財源となります。概要につきましては、敷島地区内にあ

る県の自然環境保全地区について、県から監視事業の委託を受けておりますので、その監視

員１人に対する報償と巡回に関する消耗品等であります。 

  ナンバー04バイオマス産業都市推進事業、予算額10万8,000円、財源内訳のその他特定財

源の10万8,000円は、不動産貸付収入であります。概要につきましては、バイオマス産業都

市推進に関する事務経費であります。 

  次に10ページをお願いいたします。 

  10ページからは３項清掃費、１目清掃費になります。 

  予算説明書につきましては122ページから125ページとなります。 

  ナンバー01一般管理事業（清掃費）、予算額387万5,000円、財源内訳のその他特定財源

26万円は、一般廃棄物収集運搬許可申請手数料、残りは一般財源となります。概要につき

ましては、大久保地区にあります防空ごうの借用謝礼、ごみ収集小屋への表示看板やごみ分

別アプリ利用業務委託経費、その他自治会へのごみ収集小屋の新設及び修繕に対する補助金

等であります。 

  ナンバー02ごみ収集運搬事業、予算額１億7,846万円、財源内訳のその他4,311万円は、

指定ごみ袋の売り払い収入で、残りは一般財源です。概要につきましては、指定ごみ袋作成
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経費、一般ごみの収集運搬委託等であります。 

  ナンバー03資源リサイクル推進事業、予算額8,473万7,000円、財源内訳のその他特定財

源3,270万4,000円は、リサイクル品の売り払い収入3,270万3,000円と、再商品化合理化拠

出金1,000円、残りは一般財源となります。概要につきましては、自治会などが行っており

ます有価物回収や、リサイクルステーションでの資源物回収に係る収集・運搬・処理委託経

費、また、リサイクルステーションでの分別指導業務委託や資源分別回収用品の購入経費等

であります。 

  ナンバー04ごみ減量化運動補助金交付事業、予算額395万6,000円、財源内訳は全て一般

財源となります。概要につきましては、自治会などが行っております有価物回収運動に対す

る奨励金と生ごみの処理機購入補助金などであります。 

  05剪定枝粉砕処理事業、予算額1,025万円、財源内訳のその他特定財源439万8,000円は、

環境保全基金繰入金、残りは全て一般財源となります。概要につきましては、燃料、修繕費

などの粉砕処理機等管理経費と剪定枝粉砕処理業務委託及び経年劣化しました粉砕処理機を

新たに買い替える粉砕処理機購入経費であります。 

  11ページをお願いいたします。 

  ナンバー06廃棄物不法投棄防止事業、予算額275万1,000円、財源内訳は全て一般財源で

す。概要につきましては、不法投棄監視員29人の謝礼、不法投棄防止対策経費、それから、

回収した不法投棄物を運搬処理する経費であります。 

  ナンバー07広域事務組合負担金、予算額10億7,703万4,000円、財源内訳は全て一般財源

であります。概要につきましては、中巨摩広域事務組合及び峡北広域行政事務組合のごみ処

理、し尿処理等に係る負担金、また、境川最終処分場及び山梨西部広域環境組合に係る負担

金、令和６年度当初予算より1,557万3,000円の増額となります。 

  予算審議資料の22ページ以降に、中巨摩地区広域、峡北広域、山梨西部広域の負担金の

内訳を掲載しておりますが、時間の関係上、予算参考資料で、それぞれの負担金額と前年度

当初予算との比較を説明させていただきます。 

  まず、中巨摩地区広域が３億5,558万3,000円で、昨年度より892万7,000円の増額となっ

ております。次に、峡北広域は５億6,679万7,000円で、5,961万5,000円の減額であります。

次に、境川最終処分場につきましては4,442万4,000円で、265万3,000円の増額となってお

ります。最後に、山梨西部広域は１億1,023万円で、6,360万8,000円の増額となっておりま

す。 
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  増額となった主な要因としましては、中巨摩地区広域では、ごみ処理事業特別会計におい

て焼却施設運転管理委託の人件費上昇及び各設備の整備点検委託の交換部品の増加等による

委託料が増加、し尿処理事業特別会計においては、沈殿層内部装置更新工事の実施による工

事請負費の増額によるものです。また、山梨西部広域環境組合の負担金が6,360万8,000円

増額となりましたが、建設事業費において、造成工事費、施設付帯工事費が計上されたこと

により増額となっております。 

  ナンバー09バイオマス活用推進事業、予算額1,265万4,000円、財源内訳のその他87万

6,000円は、環境保全基金繰入金で、残りは一般財源になります。概要につきましては、施

設の消耗品や光熱水費、液肥・堆肥の成分調査委託料、給食残渣の収集や施設の管理運営委

託、生ごみ処理機のリース料等であります。生ごみの資源化につきましては、現在、肥料化

装置が２基あり、小・中学校等の給食残渣に加え、令和４年度からは一般家庭の生ごみを受

け入れており、ごみの減量化に取り組んでおります。 

  最後になります。13款諸支出金、１項基金費、14目環境保全基金費。 

  予算説明書は190、191ページとなります。 

  ナンバー01環境保全基金積立、予算額87万6,000円、財源内訳のその他特定財源87万

6,000円は、屋根等貸与使用料が84万1,000円、環境保全基金が３万5,000円です。概要につ

きましては、太陽光発電に係る屋根貸し、その使用料と基金の利子の積立てによる収入を同

額、先ほど説明した上段のバイオマス活用推進事業に充当しております。 

  以上、環境課関係の令和７年度当初予算の説明となります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） よろしくお願いします。 

  ８ページの雑草除去対策事業なんですけれども、これはあれですか何件ぐらいを想定して

の予算なんでしょう。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 今回想定されている雑草除去指導の件数に関しましては、昨年度

令和５年度の実績に基づく数値のほうを計上させていただいているところであります。昨年
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度通知による指導等行った件数が102件ございます。今年度も大体同じような数字で推移し

ておりますので、令和７年度も100件前後の指導の通知等をする予定ということを見込んで

おります。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 雑草なので結構毎年のように多分同じようなところでいつも、よく頼

まれたときに言われるのが毎年同じところで雑草が繁茂するというんですけれども、そうい

ったところというのは何かあれなんでしょうかね、その都度じゃないと指導できないんでし

ょうかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 傾向としましては、やはり同じ場所、同じ所有者の雑草に対して

の通知をするという傾向が高まっているというような状況ではありますが、ただ、実際にそ

の方が２年、３年放置していたものも翌年度になったら雑草を処分してくれているという可

能性もありますので、一応うちとしましたら近隣の住民または区長さんからのご連絡、また

はうちのほうが外に出たときに散見したものに関して通知のほうをさせていただきたいとい

うふうに考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 多少は改善されることもあるということでよろしいですかね。 

  じゃ、次のちょっと質問させてください。18番、猫不妊事業なんですけれども、国県支

出金がもうないということ、県の事業はもう終了しちゃっているということでよろしいんで

すかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 今年度につきましても県の補助金がございますので、県の補

助金を活用して実施をいたしております。 

  なお、来年度につきましても、一部改正の予定がありますので、その県の補助金を活用し

て行っていきたいと考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 県の補助金があるというと、実際は財源のどこに反映されるんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 先ほど係長のほうから説明がありましたが、今年度も県の補助金、

県の予算が通った後、本市においても６月補正で対応させていただいたところでございます。
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現在、確定ではないんですけれども、県のほうも来年度に向けた予算確保のほうをしていた

だいているというお話を聞いておりますので、県の予算確保が確定次第、本市におきまして

も補正対応で予算確保のほう検討させていただきたいと考えております。なので、現時点で

は当初予算には国県支出金はゼロということになっております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） じゃ、そこの横でその他財源ということで、この72万というのはク

ラウドファンディングの財源だと思います。昨年は131万がその他の財源になっていたんで

すけれども、この差というか、去年もクラウドファンディングだったんですかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 昨年度のクラウドファンディングにおきましては…… 

〔「マイク」と呼ぶ者あり〕 

○生活環境係長（奥山正広君） すみませんでした。 

  昨年度のクラウドファンディングにおきましては、約160万円が集まっております。今年

度令和６年度につきましては77万5,000円ほどクラウドファンディングで集まっておりまし

て、令和７年度の財源のほうに今年度については72万円当局のほうから支出をいただいて

おります。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっとクラウドファンディングちょっと不安定な財源というか、そ

ういう部分だと思います。この去勢の補助金に関して160万円去年と同じなんですけれども、

これは何匹ぐらいを想定しての予算なんですかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） こちらの頭数につきましては、全部で200頭を想定して令和

７年度当初予算を作成しております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） おととしになりますかね、たしか県で一斉にやって頭数制限ないとい

うことでかなり件数が増えたということで、去年は野良猫に制限したということで大分減っ

たという傾向で、そういうあれですかね、だんだん減っていっちゃうような傾向というのは

見られるんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） そうです、来年度につきましてもまだ県のほうでは決定では
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ないんですが、補助金額もどうやら減額になるというふうなことは聞いております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 予算だんだん実施する件数が減れば予算減っていっちゃうというのは

あると思うんですけれども、一方では、結構保護活動なんかされている方にとってはなかな

かそういう上限があるとなかなか厳しいなというふうな声も聞いています。 

  それで、私もちょっとそういう保護グループの方のお話も聞いたりするんですけれども、

これは不妊の助成なんですけれども、例えばそういった方たちのためにちょっとサポートす

るような部分の予算というのは考えていないんでしょうかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 現在、ＴＮＲ活動、そちらのほうにご尽力していただく方たちの

ために、消耗品というふうなことになりますが、今回の予算のほうで予算要求をさせていた

だいているところでございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） よろしくお願いします。 

  次のところ９ページなんですけれども、ちょっとお聞きしたいのは環境保全事業のところ

で、騒音測定器法定検査というものがあるんですけれども、これは一体どういったものを測

定するんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 騒音測定器に関しましては、今環境課のほうで所有しています騒

音測定器になりまして、こちらその測定器で何分測るか、何十秒測るかという現在設定もで

きまして、実際環境課のほうではこの測定器を用いて木質バイオマス発電所でありますとか、

そういったところの騒音のほうの測定のほうさせていただいているところでございます。こ

ちらに関しましては、５年に１回検査をするというふうなことが法律で規定されていますの

で、今年度予算計上のほうさせていただくところでございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） そういう例えば事業とかそういったもので使うということなんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 基本的に何か騒音に関してちょっと苦情等ありましたら、一応環

境課のほうでも現地確認をする必要がございますので、現地確認のときに使用のほうさせて
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いただいているところであります。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。はい。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員、ちょっとここでお願いいたします。 

  お一人でちょっとずっと質問していますので、先ほどからたくさんの委員さんから手が挙

がっていますので、後ほどまた改めてということでお願いいたします。 

  それでは、藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） おはようございます。 

  同じく８ページの13番、敷島地区の焼却灰埋立雑草除去のことで、これは雑草の除去と

いうことですけれども、ただ、そこには環境のところですから聞きますけれども、大分前か

ら合併前からここには焼却灰が埋まっているということでもう何十年もたつんですけれども、

いまだにちょっと解決のめどがつかないということもあると思うんですけれども、毎年、こ

の有毒ガスの検査みたいなのあるんですけれども、それは毎年やっているんですか、そこの

ところお尋ねしたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちらの検査のほうに関しましては、峡北広域行政事務組合のほ

うで毎年しているところであります。本市のほうとしましてこちらの雑草除去委託料のほう

に関しましては、その検査する場所に立ち入るため、また、検査しやすいように雑草の除去

をさせていただくということで予算計上のほうさせていただいているところであります。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 所管が峡北広域ということであれですけれども、だったら市のほうか

ら住民の近隣の多くの方が何とか早くいい加減にもう解決をつけて掘り出すなら掘り出す、

囲うなら囲うということで、いろいろな土地利用、活用があろうかと思いますんで、その点

を市のほうからも強くお願いしたいと思います。これは要望でございます。 

  その次のページの10ページ、ナンバー１ごみ収集小屋新設、または修繕補助金というこ

とで280万ということですけれども、これは毎年このぐらいだと思うんですけれども、今現

在、各自治会から新設、修繕は、特に新設の要望というのは毎年どのぐらい来るんですか。

特に去年から令和６年度分をお願いします、はい。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 今年度につきましては、令和７年２月現在、新設４基、修繕

15基、２月現在で約105万円を支出しております。 
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○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 今、２月現在、令和７年、だから６年度ということですよね。はい、

分かりました。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員、どうぞ。 

○委員（藤原正夫君） よろしいですか。 

○副委員長（滝川美幸君） はい。 

○委員（藤原正夫君） このほかに毎年各自治会から修繕とかも含めてかなりの要望があると

思うんです。その都度補正をしたりしていると思うんですけれども、もう少し今何年かに周

期にわたっては各自治会で一斉にごみ小屋が具合が悪くなったりするところあるんですけれ

ども、そういうところ見越してもう少し予算というものをつけたほうがいいんじゃなかろう

かと。毎年毎年補正か何かでするよりも、行政の人としてもそのほうが楽だと思うんですけ

れども、その点はどうですかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 近年におきましては、ごみ収集小屋の新設、修繕につきまし

ては、予算内で収まっております、はい。ですので、補正等近年は行っていない状況であり

ます。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） はい、分かりました。 

  そういうときもあればいいんですけれども、もし周期によって何年かすると大体壊れると

きが一緒で重なるときがありますんで、そんなときは特に優先的に補正などして早急に修繕

あるいは新築のほうをお願いしたいと思います。 

  はい、以上です。はい、終わります。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） さっきのとちょっとダブるんですが、８ページの13雑草の除去です

が、去年102件通知を出したということですが、実際に処理された状況などは把握していま

すか。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 実際に通知を出しまして除去されているかどうかの確認はし

ておりまして、昨年は、通知出した中で除去は70件除去されています。ちなみに、今年度
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は119件通知を出しまして76件除去されております。 

  以上になります。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） この雑草のほうは結構訴えもありますんで、よろしくお願いします。 

  それで、ページは10ページです。04の資源再利用運動奨励金ですが、これキロ当たり幾

らくらいなのかちょっと教えてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 報奨金の額につきましては、回収量掛けるキロ５円になって

おります。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 意見としてアルミとか段ボールとか全然価値の違うものが同じ金額と

いうのはちょっといまひとつ分からないんですが、その辺はどうなんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） おっしゃるとおりに、集められる資源物その種類によって買取価

格等は変わっているところであります。ただ、地区によってどういったものが集まるか、ど

ういったもの自体が多く集まるのかということがちょっと分からないような状況下の中でな

かなか予算計上も立てにくいというところもありますので、こちらのほうに関してはキロ５

円ということで統一のほうさせていただきたいというふうに考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ９ページの災害協力井戸水質検査委託、これは何件ぐらい委託をする

予定になっていますか。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 令和５年度に災害井戸の協力していただけるかどうかのアン

ケートを取ったところ360の回答がありまして、条件込みの協力で262件ありました。今年

度は協力申入れをしていただいた100件を水質検査を行っております。そして、この予算に

ついては、今回残っている122件分を想定をしております。 
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  以上になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、262件がその委託するということで災害時に協力しても

らえる総数ということでいいですかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 想定して井戸所有者の協力していただけるところにお伺いし

て登録していただけるかどうかと一応対面でお話をして納得してもらって申出をしてもらう

ようになっているんですけれども、やっぱりアンケートのときに協力はオーケーだよってな

っていても再度家族間でまた相談してやってやっぱり無理ですという方もいるので、一応こ

の数からは登録される数は減ると思われます。 

  以上になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） でね、これって大事なことなんで、早急に要するに使わせてもらうこ

とを同意するということをしっかり確定しないと、起きたときに井戸あるかなじゃ困るんで、

そのことはしっかり早期に前へ進めるようにしていただきたいと思いますが、その辺はどう

ですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） おっしゃるとおり、今年度、災害井戸に関する要綱も制定させて

いただきました。その要綱を基にして関係課であります防災危機管理課と先行地域、先行自

治体の例も倣いながら実際に運用できるような整備のほうを図っていきたいというふうに考

えております。 

○委員（内藤久歳君） ぜひお願いをしたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、次に10ページの02ごみ収集運搬作業のところで、ごみ捨て

収集袋作業経費というのがあって、その他財源って売上げだと思うんですけれども4,311万

円ということで計上してあって、売上げのその他財源で金額が同年度同じで、その指定ごみ

袋製作経費というのあるんだよね。それが前年度は3,800万と2,600万って、800万違いある

んだよね。今、これを作るにおいては、諸物価上がる中で安くできればいいことなんだけれ

ども、その金額の違いというのはどこで出てくるの。ということは、作る金額が安くなれば
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市に入る入は多くなるということで結構なことなんだけれども、何でその違いが出たのか、

その辺のところちょっと説明してください。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） ごみ収集作成経費の違いにつきましては、５年度と６年度作

成枚数が減っておりますので、単価が減ってきておりますので、作成経費の。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 作成経費というのはあれでしょう、売上げのあれが同じなんだからご

み袋の売買価格というのはそんな変動するわけ。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

〔「マイク」と呼ぶ者あり〕 

○環境課長（伊藤 敦君） 失礼しました。内藤委員言われたとおりに、指定ごみ収集作成経

費のほうに関しましては、令和６年度、令和７年度予算ベースで比較しますと約1,000万ほ

ど下がっております。こちらのほうに関しましては、作成単価自体は、１枚当たりの作成単

価は物価上昇に伴い上がっているところではございますが、今現在、在庫をかなり抱えてい

ますんで、在庫量を見込んだ上での印刷枚数を調整させていただいた状況の中で今回予算の

ほうが減っているというような状況でございます。 

○委員（内藤久歳君） そういうことね。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、ちなみに、ここ直近の生産枚数、年度ごとにちょっと直

近のどのぐらい作っているの。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 昨年度につきましては、可燃袋につきましては、大を435万

枚、大のＵを117万5,000枚、小を52万5,000枚、不燃袋を48万枚作成しております。 

〔「今年度も」と呼ぶ者あり〕 

○生活環境係長（奥山正広君） あと、今年度につきましては、可燃袋の大を400万枚、大の

Ｕを100万枚、小を50万枚、不燃の大を30万枚今年度は作成しております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今ちなみにそのサイズがいろいろあってあれなんだけれども、ちなみ
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に、その単価をちょっと教えてくれる、製造単価。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 作成単価のほうに関しましては、令和７年度でよろしいでしょう

か。 

○委員（内藤久歳君） ７年度、今この予算だから７年度でどういう設定しているのか。 

○環境課長（伊藤 敦君） よろしいですか。 

  令和７年度の予算のほうに関しましては、指定ごみ袋の可燃のいわゆる大筒一番これ皆さ

んお使いになっているものかと思われますけれども、そちらのほうに関しましては１枚当た

り6.82円、可燃の大のＵ型ですね、取っ手がついているというようなそのものに関しまし

ては１枚当たり7.21円、可燃の小さい筒型のものに関しましては１枚当たり4.23円、不燃

の大筒、不燃ごみに関しましては１種類しかございませんが、こちらのほうに関しましては

6.89円というふうなことで予算計上のほうさせていただいています。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 細かいことで申し訳ないけれども、今、可燃の大きいのが6.82、そ

して不燃も全く同じサイズでただ表示の色が違うだけで6.89、0.07違うってこれどういう

意味。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） そちらのほうに関しましては、可燃の大筒これ一番皆さん使われ

ているものに関しましては一番枚数を多く印刷する予定でおりまして、こちら290万枚、指

定不燃のほうに関しまして10万枚ということになりますんで、スケールメリットが大いに

生かされたものとなっているものではないかというふうになっています。 

○委員（内藤久歳君） 数量割引しているんだな。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） あと、11ページの09バイオマス事業で施設管理業務運営委託につい

て、これは委託はどんな内容かちょっと説明してください。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちらのほうに関しましては、現在、市内の施設17施設、こち

らのほうに関しては小・中学校及び保育園、あと敷島給食センターの残渣のほうをまず回収

していただくという作業がございます。回収してきたものをいわゆる液肥・堆肥化装置のほ

うに入れていただく、また、そちらの業務もございますし、また、できました液肥のほうを
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配布していますので、そちらの配布に関する業務のほうもお願いしているところであります。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、委託費が約90万ぐらい、540の630、その違いというのはど

ういう経過かな。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちらに関しましては、まず、大きな要因となるのが、人件費の

単価が上がったということと、また、令和７年度に関しましては、先ほど申し上げました

17施設、こちら市内の小・中学校、保育園プラス敷島給食センターだったのですが、１施

設双葉給食センターのほうも増えるということで、ちょっと回収ルートが増えるということ

で若干作業時間が増えたということが要因しているということになります。 

○委員（内藤久歳君） 以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに質疑ありますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ９ページ、先ほど災害時の協力井戸の件で何点かお伺いしたいと思い

ます。 

  水質検査委託、これ１件当たりどのくらいの費用を見込んでいらっしゃるか、まず１点。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 災害時協力井戸の水質検査の委託なんですけれども、これは

契約のほうに入札でしていただいているので今回については…… 

〔発言する者あり〕 

○環境保全係長（根津秀樹君） 一応見込みで１件１万4,000円を見込んでいます。 

  以上になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） なぜお聞きしたかというと、私どもも井戸水をポンプアップして使っ

ています。毎年一度赤坂にある検査所で検査を行って飲料水に適合しているかどうかこれ確

認して税込みで１万2,100円という検査料をお支払いしているということでその比較、飲料

水に適合かどうかはそれほど検査項目多くなくてもできるということで、例年同じ７項目く

らいですかねやってもらっています。市のほうはどのくらい検査項目を予定した中でこれを

依頼委託しているんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 
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○環境保全係長（根津秀樹君） 水質検査の委託内容ですけれども、一応市では基本項目の

11項目を検索項目としていただいております。 

  以上になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 基本的には11項目くらい検査通れば飲料水として使えるというよう

なことだと思いますけれども、この井戸水をポンプアップするには電気、モーター、それ使

っていると思うんですよ。災害時にその電気系統がシャットアウトされるとそれができなく

なるという状況があろうかと思いますけれども、一応私ども発電機を１台用意してありまし

て緊急時にはそれを使うという話にはなっています。市のほうの対応、緊急時の対応、発電

機等の設備その辺を、以前聞いたような項目ですけれども、再度確認をしておきたいと思い

ます。お願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 停電時の井戸のポンプアップに関しましては、今、防災危機管理

課のほうで発電機のほうを所有しているというところもございますので、そういった発電機

を活用する中で、井戸水の提供を困った方たち、皆さん方にしたいというふうに考えている

ところであります。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 協力していただける現在使っているあるいは使用可能という井戸、こ

れ３地区で偏在しているとかなり厄介だと思うんですが、その辺、竜王、敷島、双葉地区ご

とのそういった数を把握していたら教えていただきたい。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 各地区の井戸水の提供協力者の数なんですけれども、竜王地

区が59か所、敷島地区が116か所、双葉地区が87か所の計262アンケートでは協力していた

だける答えがありました。 

  以上になります。 

○委員（金丸 寛君） ありがとうございました。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに質疑ありますか。 

  山坂委員。 

○委員（山坂賢太君） すみません。先ほどの藤原委員と質問ちょっと重なるんですけれども、
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10ページの01ごみ収集小屋新設・修繕補助金なんですけれども、先ほど新設４基、修繕15

基という話を伺ったんですけれども、近年の原材料高騰等でごみ小屋の新設業者のほうに依

頼すると明らかに見積価格高騰しておりまして、自治会のほうでも予算の見直しをしておる

んですけれども、その自治会として環境費として賄うにおいて、有価物回収等の運動奨励金、

こちら等も大切な資金となるんですけれども、実際のところペーパーレスが進んでおりまし

て、新聞紙の回収の量がかなり減っていて、近年度における奨励金かなり減少しております。

ペーパーレスなのでいいことはいいんですけれども、自治会運営において環境活動において

ごみ小屋新設、これ予算的に賄えているのであれば、今たしか上限が１基に対して10万円

かなだと思ったんですけれども、そこの見直しというのもちょっと必要かなと思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） そうです、先ほども申したとおり一応当初予算内で補助金の

申請最近は収まっておりますので、来年度等のまた申請状況を見ながら予算のほうにまた反

映させていきたいなと考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） すみません、現在、ごみ小屋の補助金のほうに関しましては、新

設こちら補助率３分の２で上限額10万円、修繕のほうに関しましては補助率２分の１とい

うことで運用というかさせていただいているところであります。今、お話ありましたように、

この補助上限額の10万円に関しては、ここ何年間はずっと変わっていないような状況であ

ります。皆さんからのご意見等々踏まえた中で協議する必要はあるのかなというふうには考

えているところでありますが、来年度に関しましてはこちらの10万円のほうで予算計上さ

せていただいて、実際の運用、また、検証するような形の中で運用する中で改善できる必要

があるものに関しては改善のほうの協議をしていきたいというふうに考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  他に質疑ありますか。 

  山本委員。 

○委員（山本 英君） 環境保全事業、先ほどから井戸のことで聞いていたんですけれども、

災害時の検査後は防災のほうで管理するんですか、それとも環境課のほうで管理するんです

か。環境保全事業の01の井戸水協力水質検査後なんですけれども、その検査後は環境でそ

のまま管理するのか、それとも防災のほうに持っていかれるのか。 
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○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちら環境保全事業の中に各種環境監視測定検査委託費というも

のを環境課のほうで所管しているのを予算計上のほうさせていただいています。来年度以降

に関しましても、取りあえず令和７年度のほうに関しましては、こちらの検査委託のほうは

環境課のほうで所管させていただくということにはなりますが、令和８年度以降に関しまし

ては、また、関係課であります防災危機管理課等も協議のほうをさせていただくというよう

なことが生じてくるのかなというふうには考えておりますが、令和７年度に関しましては所

管課は環境課のほうで予算のほう所管しまして対応のほうしていきたいというふうに思って

います。 

○副委員長（滝川美幸君） 山本委員。 

○委員（山本 英君） もう一ついいですか。 

○副委員長（滝川美幸君） はい、どうぞ。 

○委員（山本 英君） その下の11ページの07広域事務組合負担金のところなんですけれど

も、峡北広域行政事務組合、これの負担金の内訳というのはどうなっているんでしょうか。

11ページの07です。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 峡北広域事務組合の負担金につきましては、民生費負担金が

89万2,000円、ごみ処理特別会計の運営費の負担金のほうが４億9,724万円、ごみ処理特別

会計のスラグ処理負担金のほうが95万9,000円、ごみ処理特別会計の負担金のほうが3,134

万1,000円、し尿処理特別会計の運営費負担金のほうが2,392万7,000円、し尿処理特別会計

の建設費負担金のほうが1,243万8,000円となっております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 山本委員。 

○委員（山本 英君） その中で不燃物でしたり可燃物の内容の算定方法というのはどういう

算定の出し方になっているんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちら負担金の算出方法に関しましては、先ほど係長から説明を

させていただきましたが、例えば、ごみ処理会計特別会計の中に民生費、運営費等ちょっと

分かれているところもありますが、例えばごみ処理特別会計の民生費でありますと、均等割

が10％、人口割90％、ごみ処理特別会計の運営費のほうに関しましては、均等割10％、人
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口割40％、処理量割50％というような形になっていますので、特に不燃、可燃というよう

な分けはなく、あくまでも峡北広域のほうで処理したものを根拠として持っているというと

ころはあります。 

○委員（山本 英君） 分かりました。ありがとうございます。 

○副委員長（滝川美幸君） いいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと１点だけなんですけれども、９ページの水質検査ですね。そ

れで、水質検査で近年話題になっているＰＦＡＳとＰＦＯＡですね、これらの検査いうのは

確実にされているんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） そこの環境保全事業で各種環境監視測定検査委託がありまし

て、そこの地下水の水質検査の項目の中に検査項目、測定項目ありまして、そこに検査する

場所についてＰＦＯＡ、ＰＦＡＳの検査項目入れて市内の井戸を飲用として使っている井戸

について検査をする予定を考えております。 

  以上になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 考えているいうことはこれからやるということでよろしいですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） ７年度から測定のほうはしたいと考えています。 

○委員（谷口和男君） やるんですね。 

○環境保全係長（根津秀樹君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） 10ページ、04のごみの資源再利用についてですけれども、これ例年

私質問しているんですけれども、１キロ当たりの単価が５円ということで、もうこれ相当の

年数変更がないわけですけれども、一昨年でしょうかね、甲府市なんかは大分この引取り価

格が交付している例えば銅だとか鉄とか段ボールが非常に高くなっていると。にもかかわら

ず、引取り単価に対する報奨金が５円ということで非常に安い。ほかの問題はさておき、一
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応ボランティアでやっている人たちのいわゆる高騰しているその燃料代だとかいろんなもの

が高騰しているわけですから、そういう意味ではぜひこの単価を５円から引き上げてもらい

たいと、そんなふうに思います。実際に昨年度あたりからの予算が年々下がっている一方で

上がる傾向がないんですよね。実際に今このＰＴＡだとか老人クラブだとか活動費に運用し

ているわけですけれども、このお金が大分こういったところから削減してきています。とい

うのは、いわゆるスーパーであるとかいろんなところでそういった資源ごみを、段ボールで

あるとか新聞紙であるとか持込みで引き取っているところありますんで、そういう意味で大

分自治体に出される有価物が少なくなっていることが事実なんですけれども、そういう意味

でぜひ金額のパーセント５円というのをもう少し引き上げてほしいのと、それから近隣のい

わゆる金額がどんなふうになっているかちょっと教えてもらいたいです。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 近隣の申し訳ないです回収料の単価については、今現在、把

握しておりません。キロ５円につきましてもまた検討のほうをしてまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いをいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 清水委員、じゃそれでは後ほどの回答を必要といたしますか、近

隣の。 

○委員（清水和弘君） できれば。昨年は答えていただきましたけれども、今年が出てこない

というのはちょっとよく分からないところですけれども。 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、後ほどご答弁いただければいいですね。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） それから、もう一つちょっと教えてほしいんですけれども、有価物で

ここ何年か前からいわゆる自転車の引取りもオーケーということで自転車を出しているわけ

ですけれども、自転車が要するに出しても要するに単価に反映されないというふうな話を聞

いていますけれども、これはどういう理由でしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 答弁はどうですか。 

  伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちらのほうに関しましては、現在、本市のほうで資源物として

回収したごみを各引取り業者さんのほうに引き取っていただくというところはあるんですが、

その引取り項目の中にまず自転車というものが入っておりません。それですので、自治会の

ほうには回収していただくんですが、そちらのほうの引取り業者がないということの中で自
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転車のほうに関しては、いわゆる報奨金、奨励金の対象外というふうにさせていただいてお

ります。 

○副委員長（滝川美幸君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） 単価がキロ数でいくと、自転車というと相当要するにほかの要するに

鉄材とかいろんなのに比べて重量があるわけですから、できればぜひそういったもの含めて

いただいて、できるだけ活動費が皆さんに手厚くわたるようにしてほしいなと思います。 

  以上、要望です。 

○副委員長（滝川美幸君） 要望でよろしいですか、要望で。 

○委員（清水和弘君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） 結構ですということですので、お願いいたします。 

  ほかにありますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） お願いします。 

  ９ページの環境保全事業、先ほどからたくさんの方が災害時協力井戸について質問されて

いるんですけれども、こちら課長の説明ですと生活用水、洗濯だとかトイレに使用する生活

用水ということだったんですが、先ほどの係長の答弁ですと飲料水に使う場合には検査項目

を増やすということだったんですが、こちらは飲料水も目的としての災害時の協力井戸なん

でしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちらの災害時井戸水のほうに関しましては、現在、井戸として

協力可能としている方に関しても、実際飲料水として利用されている方もいらっしゃいます

ので、飲料水としての利用も可能であります。ただ、主にはやはり生活用水、いわゆる洗濯

水でありますとか食器洗いとかそういったものに関して使うということ自体を、そういった

井戸水を現在飲料用じゃなくてそういったもので使用されている方の割合も多いので、メイ

ンは生活用水になるものかと思います。飲料水のほうに関しましては、水道局のほうで用意

します例えばタンク等に水を入れたものを使うようなことになるのかなというふうには考え

ているところでございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） はい、承知しました。 

  もう１点だけお願いします。一般質問においてこの災害時の協力井戸現在手動で使えるも
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の、電気が遮断しても使えるものが市内に５件しかないという答弁がありました。今後もし

発電機で対応していくという防災部局からもそういう方針ではあるんですけれども、発電機

の燃料すらも届かないという状況も十分に大規模災害だと考えられます。何かこのあたりに

ついて手動も併用できるような措置を取っていくとか、そのあたりはお考えいかがでしょう

か。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 今回の一般質問の中で再質問でしたか、いただいたときにそのよ

うな回答のほうさせていただいたというところになりますが、まず、先行している近隣自治

体ございますので、そういったところの実例もちょっと研究のほうさせていただきまして、

実際の運用につなげていきたいというふうに考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 燃料も本当に入らなくなる可能性もありますので、そのあたりの検討

もよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 皆様にお願いいたします。 

  この会は予算に対しての今審議をしておりますので、一般質問等でできるものとしっかり

皆さんのほうで分けていただいて時間を使っていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

  ほかに。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） １個だけお願いします。９ページの04バイオマスのところですけれ

ども、財源のところで10万8,000円不動産貸付収入というふうに説明されたんですけれども、

これは要するにいわゆる家賃みたいなものということでよろしいんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） こちら不動産貸付収入の主なものに関しましては、今現在、発電

所が建っている底地、あちらの用地のほうに関しましては甲斐市所有の用地となっています

ので、あちらの貸付料ということになります。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） そうしますと、年間で10万8,000円ということで20年間の事業なんで

すけれども、これずっとこのいわゆる家賃でずっとこの金額なんでしょうか。 
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○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 土地の貸付料に関しましては、約610万円ほど年間入ってきます。

バイオマス産業都市推進事業の予算額が10万8,000円ということになりますんで、全額そこ

に充てられることができませんので、不動産貸付収入の一部であります10万8,000円を特定

財源として計上させていただいているところであります。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ということは、家賃、その収入の中からこの金額だけ充てているとい

うだけでよろしいですね。分かりました、はい。ありがとうございました。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（加藤敬徳君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに質疑ありますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、02のごみ収集運搬事業についてなんですけれども…… 

〔「何ページ」と呼ぶ者あり〕 

○委員（金丸幸司君） 10ページですね。02ごみ収集運搬事業費、すみません、６年度より

ちょっと減額されているんですけれども、先ほど内藤委員もちょっと言った近年労務費とか

エネルギーとかそういうものが高騰していて、国でも賃上げを進めているわけですけれども、

こういった委託事業者さんの方からこれ賃上げに向けた動きというのがあるのか、また、そ

ういった業者から希望価格等が示された場合の市の対応ってどういうふうになっているのか

ちょっと聞かせてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） まず、ごみ収集運搬事業が昨年度の予算額と比べて減額になって

いる理由としまして、こちらのほうの収集運搬委託のほうに関しましては単価契約のほうを

させていただいていまして、それがトン当たり幾らというような単価契約をさせていただい

ていまして、現在、ごみの排出量が年々減っているということがありますので、予算額とし

ても減額というふうに計上のほうさせていただいているところでございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

  そして、毎年あれですかね、この委託業者のほうからその価格とかそういった協議という

のは行っているんですか、毎年。 
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○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 契約額につきましては、令和５年度から令和７年度までの３

年の単価契約を結んでおります。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 今、様々単価が上がっているんで賃上げという動きもあるんですね。

柔軟に対応していっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 簡潔にいきます。まず、10ページの05剪定枝粉砕処理事業、私も玉

幡の剪定事業の処理を利用させてもらっているんですけれども、一番最後の粉砕処理機購入

費が440万ぐらいかかっているんですけれども、その購入のいつからあれですか、あれなん

ですかね、購入は何月から設置するんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 奥山係長。 

○生活環境係長（奥山正広君） 来年度の粉砕処理機購入経費につきましては、平成22年に

購入して使用していたものが約15年の使用によって劣化が進んでおりますので、こちらの

ほうの購入経費として来年度購入のほうさせていただきます。購入時期についてはなるべく

早い時期に購入のほう検討しております。 

○副委員長（滝川美幸君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） なるべく早くということで、私たちも行くとシルバーの方も故障が７

月だなんていつも苦情で言われていますので、１か月も早く購入していただきたいと思いま

す。 

  もう１点ですね…… 

○副委員長（滝川美幸君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） ８ページの13番これ何回も言っているんですけれども、雑草除去対

策事業で、雑草だけじゃなくてこれ樹木も含まれているんじゃないかなと思うんですけれど

も、102回の実績があるとかということですけれども、これ私要望なんですけれども、今聞

くと116件のうち76件は実績があるよということなんですけれども、要望でいいですけれど

も、私の地区私も把握しているのが五、六件あるんですけれども、全く３年間ほとんど変わ

っていないということで、ここの雑草事業の雑草除去指導ということがありますけれども、
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この指導をしっかりして、私も地区がもう全く変わっていないところ把握していますので、

どうか指導をしっかりして確認をしていただきたいなと思っています。要望です。 

○副委員長（滝川美幸君） 分かりました。要望でお願いいたします。 

  ほかによろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、なければ…… 

〔発言する者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長、どうぞ。 

○環境課長（伊藤 敦君） 申し訳ありません。先ほど清水委員の質問の中でちょっと答弁で

きなかった分に関しましてちょっと確認させていただきましたので、答弁のほうさせていた

だきたいと思います。 

  まず、有価物回収の近隣市町の状況ということになりますが、これあくまでもちょっと令

和５年度の調査ということになりますけれども、中央市、こちらのほう報奨金のほう払って

いまして、こちらのほうに関しましてはキロ５円、甲斐市と同じような状況でございます。

南アルプス市、こちらのほうも奨励金、報奨金等のほうお支払いのほうしていまして、南ア

ルプス市のほうに関しましてはキロ３円ということになっております。 

○副委員長（滝川美幸君） ありがとうございました。 

  それでは、よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） なければ、質疑を終了します。 

  これで環境課に…… 

〔「委員長、清水委員」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） ああ、ごめんなさい。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） 甲府市についてはどんなふうになっているか分かりませんか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 申し訳ありません。甲府市に関してはちょっと今は分からない状

況であります。 

○副委員長（滝川美幸君） じゃ後ほどでよろしいですかね。はい、後ほど、すみません、よ

ろしくお願いいたします。 
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  それでは、これで環境課について終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時３８分 

 

再開 午前１０時４７分 

 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、脱炭素社会推進課所管の事業について説明を求めます。 

  石原脱炭素社会推進課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） よろしくお願いします。 

  それでは、脱炭社会推進課から令和７年度当初予算につきましてご説明をさせていただき

ます。 

  予算説明書は120ページから123ページになります。令和７年度当初予算参考資料ナンバ

ー４、14ページをお願いいたします。説明については令和７年度予算参考資料ナンバー４

でご説明させていただきます。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費のナンバー05脱炭素社会推進事業につき

ましては、予算額５億3,346万円であります。財源内訳の国県支出金４億1,848万7,000円に

つきましては、国からの補助率３分の２の脱炭素先行地域事業に伴う二酸化炭素排出抑制対

策事業費交付金でございます。市債7,180万円につきましては、太陽光発電設備を設置する

屋根の防水（塗装）工事に伴う公共施設等適正管理推進事業債6,310万円と竜王庁舎ＺＥＢ

化に伴う一般補助施設整備等事業債870万円でございます。その他750万3,000円につきまし

ては、屋根防水（塗装）工事に伴う公共施設等整備基金繰入金708万円と本年度設備導入を

した太陽光発電設備の売電収入及びＥＶ充電器の還元分の公共施設脱炭素化設備収入42万

3,000円であり、残りは一般財源となります。 

  続きまして、事業の概要につきまして説明をさせていただきます。 

  ゼロカーボンシティ実現を目的とした再生可能エネルギー導入などについて審議をしてい

ただく再エネ導入戦略検討委員会委員報酬及びアドバイザー謝金３回分を計上しております。 

  竜王庁舎ＺＥＢ化に伴う実施設計業務委託料及び脱炭素先行地域の事業推進に関する支援

業務委託料につきましては、国の交付金対象となります。 
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  次に、ＥＶカーシェアリング使用料につきましては、電気自動車のリース料とカーシェア

リングの運用費用が含まれておりまして、平日は職員が公用車として使用し、公用車をしな

い土日祝日などの休日は、市民や観光客がシェアリング車両として使用します。市民が使用

する場合につきましては、カーシェアリング事業者への利用者登録を行います。利用料金に

つきましては、カーシェアリング事業者で徴収を予定しております。台数につきましてはＥ

Ｖ車両２台を予定しております。年度途中からの運用を予定しているところでございます。 

  次に、太陽光発電設備等リース料につきましては、令和６年度に導入いたしました太陽光

発電設備、ＬＥＤ照明、ＥＶ充電器のリース料と令和７年度に導入する設備のリース料とな

ります。 

  次に、太陽光発電設備設置に伴う防水（塗装）工事につきましては、太陽光発電設備の耐

用年数が17年と長期であることから、設置する前に屋根の防水（塗装）工事を行うもので、

対象施設は、敷島総合文化会館と竜王ふれあい館の２施設を予定しております。 

  次に、省エネルギー住宅等普及促進事業費補助金につきましては、ネットゼロエネルギー

ハウスいわゆるＺＥＨと認証された住宅等への補助金で、本年度までは建設課所管で予算計

上をしておりましたが、機構改革に伴いまして令和７年度から脱炭素社会推進課において補

助金事務を行うこととなります。 

  次に、公共施設再エネ・省エネ設備導入に係る補助金につきましては、太陽光発電設備と

照明ＬＥＤ化及びＥＶ充電器の３設備の設置を予定しております。太陽光発電設備につきま

しては、敷島総合文化会館と竜王ふれあい館の２施設の屋根への設置及びソーラーカーポー

トを竜王図書館と敷島保健福祉センターの２施設の駐車場への設置を予定しております。次

に、照明ＬＥＤ化につきましては、敷島総合文化会館と竜王ふれあい館の２施設への導入、

ＥＶ充電器につきましては、カーシェアに伴い竜王庁舎駐車場に普通充電器２台の設置を予

定しております。この設備導入に対しましては、国からの交付金を間接補助するため、補助

対象経費の３分の２を計上しております。 

  次に、民間施設再エネ・省エネ設備導入に係る補助金につきましては、太陽光発電設備が

５施設、照明ＬＥＤ化が14施設、ＥＶ充電器が19台の導入を予定しております。民間施設

への設置につきましては、昨年９月のアンケート調査を基に導入促進を図ってまいります。

公共施設と同様に国からの交付金を間接補助するため、補助対象経費の３分の２を計上して

おります。 

  最後に、ＥＶ公用車（休日カーシェア）導入に係る補助金につきましては、先ほどＥＶカ
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ーシェアリングの使用料でも説明いたしましたが、平日は公用車、土日祝日など休日はシェ

アリング車両として一般市民等が利用し、国からの交付金がＥＶ自動車のカーシェアリング

事業に対しまして１台当たり上限が100万円でありますので、２台分を計上しております。 

  なお、令和６年度当初予算におきまして計上しておりましたナンバー04バイオマス産業

都市推進事業の熱供給事業アドバイザー１名の報酬につきましては、令和６年11月27日開

催の脱炭素社会推進事業特別委員会でご説明したとおり、これまでの検討を進めてきました

熱供給事業について公共施設への高温帯の熱事業を取りやめ低温帯の熱利用の検討を行う方

向を決定したことから、令和７年度当初予算には計上してございません。 

  以上が脱炭素社会推進課の令和７年度当初予算の内容となります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ＥＶカーシェアリングについてなんですけれども、こちらカーシェア

リング使用料、公用車を使う場合の使用料と補助金というところでちょっと理解が難しいと

ころを感じているんですが、これ使用料というのは市の公用車を市の職員が使うときに使用

料が発生するということですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 今回のカーシェアリングにつきましては、うちのほう

でその車両をリース会社から借り受けて、それでリース会社のほうに平日分の料金をお支払

いして、土日使用する分は利用者がその会社のほうにそれぞれお金を払うような仕組みにな

っています。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） じゃ、これは市が借り受けた車であっても、平日分の料金はここに計

上される182万4,000円ということで、ほかに車をこのＥＶ車を借りる経費というのはかか

っていないんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） このリース料が甲斐市で使う分のリース料になってい

ますので、あと、運用のシステム使用料、一般の方が使う場合のシステム使用料もこの中に
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入っていますので、その料金は含んでいます。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） そうすると、一番下の導入に係る補助金というのは、これは誰に対す

る補助金ですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） リース会社に対しまして１台当たり100万円の、もと

もとかかる金額から１台100万円を引いた金額でリースをするような形になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） では、このカーシェアリングによって市に対する収入ですとか財政上

の負担の軽減ということはありますか。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 先ほど冒頭でその他財源のところにＥＶカーシェアの

還元がございまして、その費用も計上しております。今回、すみません、ＥＶカーシェアの

やつは持っていないです、入は持っていないです。すみません。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 歳入のほうで持っていないということは、今後このカーシェアリング

は軌道にのっても市に対しての収入はないということですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 平日だけリース会社から借りていることになりますの

で、土日の分はもうリース会社のほうで運用をしているので、市のほうの収入はカーシェア

リングはございません。 

○委員（若尾彰子君） はい、承知しました。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） すみません。 

○委員（若尾彰子君） いいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、１点、太陽光発電設備設置に伴う防水（塗装）なんです

けれども、これその前に耐震というか補強というんですかね、そういうのを調査たしかした

と思った、ちょっとその辺聞かせてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 
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○脱炭素社会推進課長（石原大助君） すみません。令和５年度に太陽光が載せられるかとい

う調査をしていますので、そこで確認しております。 

○委員（若尾彰子君） よろしいですか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） はい、承知しました。 

  もう一つ、新しい事業省エネルギーの住宅普及事業なんですけれども、これあれですか、

新築で建てた家というか、そういった整備されたものか、それとも後付けというんですかね、

太陽光パネルとか蓄電池とかって、その辺どうなっているんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 辻係長。 

○政策推進係長（辻 俊宏君） 省エネルギー住宅補助に関しましては、新築、既存住宅どち

らも対象になります。ただ、今のところ建設課で実績の中では新築のみが補助対象として交

付しているというふうになっています。 

○委員（金丸幸司君） 新築のみ。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（金丸幸司君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに質疑ありますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） お願いします。 

  14ページの05で脱炭素社会推進事業の中で、これここだけですけれども、上から４番目

竜王庁舎ＺＥＢ化改修実績設計業務委託料ということになりますけれども、3,500万ぐらい

という大きな金額なんですけれども、その業者の選定というのはどのような状況でしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 辻係長。 

○政策推進係長（辻 俊宏君） 竜王庁舎のＺＥＢ改修に関しましては、今年度、ＺＥＢ化の

基礎調査を行っております。その成果に基づきまして、来年度、実施設計を行いたいと考え

ております。業者の選定につきましては、来年度、業者の選定方法、また、事業手法等も含

めて検討した中で発注等進めてまいりたいと考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） そうすると、まだ何者が指名されるとかそういうことはまだ決まって

いないということで分かりましたけれども、その後のもし決まったその後の流れというのは

ある程度具体的にはここで発表できますか。 
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○副委員長（滝川美幸君） 辻係長。 

○政策推進係長（辻 俊宏君） ＺＥＢ化の設計に関しての発注、また、その後の流れにつき

ましては、特別委員会で逐次報告させていただきたいと考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 民間施設再エネというところがあるんだけれども、これの事業をもう

一回ちょっと詳細を民間だからどんな形でどういうふうに補助金を出していくのかというそ

の辺の詳細についてもう一回説明してください。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 民間施設に対しましては、対象となる導入設備が太陽

光発電設備、あと、ＬＥＤ照明、ＥＶ充電器の３設備が補助対象となっておりまして、既に

もう本年度から補助金の開始をしておりまして、本年度につきましては２社、太陽光が１社、

ＬＥＤが１社の２社実績がございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

  よろしいですか。 

〔「すみません」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） すみませんでした。民間施設への導入の予定ですけれ

ども、太陽光発電設備は５施設、ＬＥＤ照明が14施設、ＥＶ充電器が急速１台、普通18台

ということで19台を計画はしていますけれども、現段階で導入するところはまだ決まって

おりませんので、アンケート調査を基に導入を促進してまいります。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これだけ予算計上していてアンケートということなんだけれども、ど

ういう形で民間業者さんにその補助金を出して設置するというそういうことを進めていくの

か。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 今回アンケートを取った事業者に個別で訪問させてい

ただいて導入の今後の意向とかを聞いているところです。また、県のほうでもそういう脱炭

素に伴うプラットフォームみたいのを立ち上げる予定になっていますので、そういうところ
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には市内の業者も登録がしてありますので、そういうところに呼びかけて導入を図っていき

たいとは思っております。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、ある程度その業者の選定というところまでいかないに

しても、そういうことはもうあらかじめ可能性のあるところへはアプローチはしているとい

うそういう認識でいいのかな。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 導入意向があるところにつきましては職員がいって行

っていますので、あと、導入したい方でどういう業者がいますかという紹介もあるかと思い

ますので、そういうのはプラットフォームを活用して紹介できればとは思っています。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、最終的にこの予算があってこの事業者さんの最終決定を

する時期というか、そういうものはこの年度内に何件とかってそういう、先ほど何件か聞い

ているということなんだけれども、そういう目標というかそういうのあるの。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 件数の目標は先ほど説明した件数ですけれども、年度

内までに工事が完成して市から補助金を支払わなければなりませんので、２月までには設置

完了、支払いを完了するように進めていきたいと思っています。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、先ほど言った件数を年度内にやるという予定というこ

とだね。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 目標はこの件数ですけれども、この件数を上回るよう

に環境省からも言われていますので、積極的に件数を増やしていきたいと思っています。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の答弁に関してだけれども、それは引き続きこの事業は次年度にも

継続される事業なの、それとも今年度だけ。 

○副委員長（滝川美幸君） 石原課長。 

○脱炭素社会推進課長（石原大助君） 国の交付金が令和10年度までございますので、この

メニューも10年までございますので、10年までには目標件数はクリアしていきたいと思い
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ます。 

○委員（内藤久歳君） まあ、継続するというので、はい、以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかにありますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） １つだけ、先ほど熱利用に関してちょっとお話が出たんですけれども、

熱利用はもうやらないというふうな発表になっていて、じゃもう一切やめちゃうのかと思っ

たら、ちょっと何かの資料で見たら低温度帯の利用についてはまだという部分で、その辺の

ところはどんな感じなんでしょう。 

○副委員長（滝川美幸君） 辻係長。 

○政策推進係長（辻 俊宏君） 熱供給の低温帯の利用につきまして、農業等への利用という

ことで、現在、サウンディングをしております。サウンディングにつきましては、市の公民

連携デスクにおきまして、この２月に提案募集をしております。今のところ１件の応募がご

ざいましたので、１事業者と対話の日程を調整しているところでございます。また、県のＰ

ＰＰ、ＰＦＩプラットフォームにおきましても、１月中に募集をかけさせていただきまして、

１つの事業者さんから手が挙がりまして対話をさせていただいたというところでございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） じゃ、今後もそちらのほうは続けていくということで、じゃその所管

はこの事業の中でやるということでよろしいんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 辻係長。 

○政策推進係長（辻 俊宏君） この熱利用に関しましても、この脱炭素社会推進事業の中で

進めていきたいというふうに考えております。 

○委員（加藤敬徳君） ありがとうございました。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで脱炭素社会推進課についてを終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０６分 



－224－ 

 

再開 午前１１時０８分 

 

○副委員長（滝川美幸君） 会議を再開いたします。 

  次に、農林振興課所管の事業について説明を求めます。 

  小宮山農林振興課長。 

○農林振興課長（小宮山佳浩君） お疲れさまです。 

  農林振興課及び敷島支所市民地域課関係の令和７年度当初予算につきまして説明をさせて

いただきます。 

  予算説明書につきましては、126ページから135ページとなりますが、説明は予算参考資

料ナンバー７により説明をさせていただきます。 

  まず、予算の説明に入る前に、令和７年度からは機構改革により部課の構成も変更になる

ことに伴い、農林振興課の業務としましては、環境産業部の農政課と環境森林課の２つの課

に分散されまして事業を執行することとなります。この後、予算科目順に事業内容等を説明

してまいりますが、農林振興課の農業関係業務の多くは農政課が引き継ぐことになりますの

で、環境森林課が執行することになる主に林業関係業務についてのみ環境森林課の所管とな

る旨説明をいたしますので、ご承知おき願います。 

  それでは、予算参考資料ナンバー７の３ページをお願いいたします。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、ナンバー01農業委員会費につきま

しては、予算額1,164万7,000円、財源内訳、国県支出金は農業委員会補助金、残りは一般

財源となります。事業の概要は、農業委員19人及び農地利用最適化推進員15人の報酬、農

地利用状況調査に係る経費、県農業会議等への負担金などであります。なお、令和６年度当

初予算と比較しますと、87万5,000円の減額となっております。これは令和６年度は委員の

任期中に一度の県外研修旅費を計上しておりましたが、令和７年度は予定しておりませんの

で、その旅費分の減額が主なものであります。 

  次に、２目農業総務費、ナンバー01農林業関係職員費につきましては、予算額１億1,753

万1,000円、財源内訳、国県支出金は農業委員会補助金、その他は農業者年金業務事務委託

事業収入と農地中間管理機構業務委託費で、残りは一般財源となります。事業の概要は、現

産業振興部長と現農林振興課職員、合わせて16人分の人件費であります。 

  次に、ナンバー10農業庶務費につきましては、予算額151万6,000円、財源内訳、その他
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は証明手数料で、残りは一般財源となります。事業の概要は、一般事務費、農業関係６団体

への法令外負担金等であります。令和６年度当初予算と比較しますと127万5,000円の減額

となっております。これは令和６年度で農政協力員は廃止となりますので、報酬の減額が主

なものであります。 

  次に、ナンバー50環境産業部公用車維持管理事業につきましては、予算額65万6,000円で、

財源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、新しい環境産業部の所管となる公用車

４台分の維持管理経費であります。 

  ４ページをお願いします。 

  ３目農業振興費、ナンバー01農業振興地域整備事業につきましては、予算額３万5,000円

で、財源は全て一般財源となります。事業の概要は、農業振興地域整備推進協議会委員９人

分の報酬などであります。 

  次に、ナンバー05自立経営体確保、育成促進事業につきましては、予算額805万円、財源

内訳、国県支出金は農業次世代人材投資事業費補助金、その他は特定事業ふるさと応援基金

繰入金で、残りは一般財源となります。事業の概要は、双葉農業振興会や棚田等農耕文化保

存協会への補助金、農業次世代人材投資事業費補助金であります。なお、令和６年度当初予

算と比較しますと、210万円の減額となっております。これは次世代人材投資事業費補助に

おきまして、対象者とまた補助金が少なくなったことによる補助金の減額であります。 

  次に、ナンバー06地産、地消事業につきましては、予算額866万8,000円で、財源内訳の

国県支出金は山梨新規就農アシスト事業費補助金で、残りは一般財源となります。事業の概

要は、地産、地消に係る農業振興事業補助として、学校給食米生産、やはたいもの作付、有

機質導入事業などへの補助金、また、新規事業として新規就農アシスト事業補助金でありま

す。 

  ５ページをお願いします。 

  ナンバー07有害鳥獣捕獲等対策事業につきましては、環境森林課が所管することになり

ます。予算額981万2,000円で、財源内訳、国県支出金は特定鳥獣適正管理事業費補助金及

び鳥獣被害防止総合対策事業費補助金と土地改良事業等補助金の合計で、残りは一般財源と

なります。事業の概要は、有害鳥獣による農作物への被害防止事業等に係る経費で、管理捕

獲に対する報償費、鳥獣害防止対策協議会への運営補助金、新規狩猟免許取得者への補助、

また、鳥獣害防止柵の設置工事及び修繕料などであります。 

  次に、ナンバー10竜王土地改良区事業につきましては、予算額581万9,000円で、財源内
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訳は全て一般財源となります。事業の概要は、竜王土地改良区への補助金であります。令和

６年度当初予算と比較しますと、31万9,000円の増額となっております。これは令和８年度

に４年に一度の総代選挙があるため、その準備経費分が増額となっております。 

  次に、ナンバー11一般農業振興費につきましては、予算額144万5,000円で、財源内訳は

全て一般財源となります。事業の概要は、農業用施設の維持管理経費として、農業用給水栓

の水道料、重機借上料、公用車の維持管理費などであります。 

  次に、ナンバー14甲斐市農業活性化事業につきましては、予算額180万円、財源内訳、そ

の他は施設の貸付収入、残りは一般財源となります。事業の概要は、農業振興を図るため、

甲斐市農業活性化協議会への補助で、サツマイモの栽培事業や農産物、農産加工品の特産化

を促進させる取組に係る経費などであります。 

  次に、ナンバー15経営所得安定対策推進事業につきましては、予算額194万6,000円で、

財源内訳、国県支出金は経営所得安定対策推進事業費補助金で、残りは一般財源であります。

事業の概要は、水田利用計画等の取りまとめを行う会計年度任用職員の雇用経費と一般事務

費であります。令和６年度当初予算と比較しますと、78万2,000円の増額となっております。

これは水田利用計画書を配布していた農政協力員の廃止に伴いまして、計画書を郵送するた

めの郵便料が増額となったためであります。 

  次に、ナンバー16日本型直接支払事業につきましては、予算額2,245万9,000円、財源内

訳、国県支出金は日本型直接支払事業交付金、残りは一般財源となります。事業の概要は、

中山間地域における農地の遊休化防止対策として、20集落への直接支払集落交付金、農業

施設等の維持管理を行う農業者の組織、４組織への多面的機能支払交付金、化学肥料等の低

減に取り組んでいる２団体への環境保全型農業直接支払交付金などであります。 

  ６ページをお願いいたします。 

  ナンバー17農地集積・集約化対策事業につきましては、予算額1,304万円で、財源内訳は、

全て国県支出金で農地集積・集約化対策事業費補助金となります。事業の概要は、農地中間

管理機構を活用した農地の借受け等に伴う農地の整備工事を行うものであります。なお、令

和６年度当初予算と比較しますと、1,040万円の増額となっております。これは農地整備予

定面積の増加による事業費の増額であります。 

  次に、ナンバー18地域おこし協力隊費につきましては、予算額1,031万5,000円で、財源

内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、協力隊員２人分の報酬及び活動経費、住居

や車両借上料と起業支援事業補助などであります。なお、令和６年度当初予算と比較します
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と、317万7,000円の減額となっております。これは令和６年度は３人でしたが、令和７年

度は今のところ２人となっているためであります。 

  次に、ナンバー31とナンバー32、この２事業は引き続き敷島支所の所管となります。 

  ナンバー31自然休養村管理センター維持管理費につきましては、予算額76万3,000円で、

財源内訳、その他は管理センター使用料、残りは一般財源となります。事業の概要は、セン

ターの維持管理経費として、消耗品費や光熱水費、施設等の修繕、法定点検、保守委託等の

経費であります。 

  次に、ナンバー32矢木羽湖公園等維持管理費につきましては、予算額458万円で、財源内

訳、その他は自動販売機使用料、残りは一般財源となります。事業の概要は、公園等の維持

管理経費として、消耗品費や光熱水費、修繕費、法定点検料、公園清掃業務等の委託料であ

ります。また、令和７年度は北トイレ屋根等の改修工事を予定しておりまして、令和６年度

当初予算と比較して228万3,000円の増額となっております。 

  ７ページをお願いします。 

  ４目畜産費、ナンバー01畜産振興費につきましては、予算額４万円で、財源内訳は全て

一般財源となります。事業の概要は、山梨県畜産協会への会費等であります。 

  次に、５目農地費、ナンバー01土地改良事業につきましては、予算額4,478万3,000円で、

財源内訳、国県支出金は農業基盤整備促進事業補助金、市債は公共事業等債と一般事業債、

その他は土地改良施設維持管理適正化事業交付金、残りは一般財源であります。事業の概要

は、土地改良施設維持管理適正化事業として、岩森地内水路改修、農業基盤整備促進事業と

して水路１路線の改修、また、積算システム保守等の委託料、事業に伴う負担金などであり

ます。 

  次に、ナンバー03県営土地改良事業につきましては、予算額2,299万8,000円で、財源内

訳、市債は公共事業等債、残りは一般財源となります。事業の概要は、県が実施している県

営広域営農団地農道整備事業、防災重点農業用ため池緊急整備事業への負担金のほか、土地

改良事業団体連合会への賦課金などであります。なお、令和６年度当初予算と比較しますと、

3,454万円の減額となっております。これは各県営事業負担金の減額と県営かんがい排水事

業負担金がなくなったためであります。 

  ８ページをお願いします。 

  ナンバー04農林業施設維持管理事業につきましては、予算額9,312万6,000円で、財源内

訳、市債は地域活性化事業債と公共施設等適正管理推進事業債で、残りは一般財源となりま
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す。 

  事業の概要になりますが、２か所訂正がございます。農林道・水路維持等委託とあります

が、農林道を農道に、また、農林道・水路維持等工事も農林道を同じく農道に訂正をお願い

いたします。申し訳ございませんでした。農林道を農道に訂正をお願いいたします。 

  概要の説明に戻らせてもらいます。農業施設の維持管理事業に係る経費として、光熱水費、

原材料費など、また、農道・水路維持の委託として農道の除草、施設の保守点検、農道等の

未登記解消に係る登記委託、農道台帳整備業務など、それから農道・水路等維持の工事とし

て、各自治会からの要望等に伴う維持補修工事などであります。なお、令和６年度当初予算

と比較しますと、5,557万2,000円の増額となっております。これは橋梁補修の設計業務委

託、また、御領堰水路の補修工事の実施に伴う増額であります。 

  次に、６目中北部活性化事業費、ナンバー01中北部活性化事業につきましては、予算額

2,240万1,000円で、財源内訳は、全てその他の滞在型市民農園使用料、日帰り型市民農園

使用料及びクラインガルテン基金からの繰入金の合計となります。事業の概要は、梅の里ク

ラインガルテン施設の維持管理に係る経費としまして施設の修繕料、指定管理料、農地借地

料、ノートパソコン購入、レジシステム設定業務委託などであります。なお、令和６年度当

初予算と比較しますと、217万2,000円の増額となっております。これは滞在型区画利用が

終了する方が令和７年度は20人となる見込みのため、退去後の室内クリーニング等の経費

の増額、また、Ｗｉｎｄｏｗｓ10のサポート終了に伴いまして指定管理事務等に使用して

いるノートパソコン２台の入替えや連動するレジシステムのインストール及び設定業務委託

を実施するための増額であります。 

  ９ページをお願いいたします。 

  ２項林業費には、２つの目に４事業がありますが、この４事業は全て環境森林課が所管と

なります。 

  １目林業振興費、ナンバー01林業振興費につきましては、予算額1,061万2,000円で、財

源内訳、その他は森林管理基金繰入金、残りは一般財源となります。事業の概要は、森林環

境譲与税を活用した県産材普及啓発品の購入、山間地の航空写真撮影及び画像データ作成業

務委託、森林経営管理制度事業の業務委託などであります。なお、令和６年度当初予算と比

較しますと、373万円の増額となっております。これは３年ごとに税務課において航空写真

撮影を行っていますが、令和７年度の撮影に併せて山間地についても今回撮影を委託するた

めの予算計上が主な要因であります。 
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  次に、ナンバー02松くい虫防除対策事業につきましては、予算額378万2,000円で、財源

内訳、国県支出金は県の松くい虫被害対策事業補助金と造林事業費補助金の合計で、残りは

一般財源となります。事業の概要は、松くい虫による被害木の処理に係る経費として松くい

虫防除事業委託料、昇仙峡の松の緑を守る会への負担金などであります。令和６年度当初予

算と比較しますと、467万6,000円の減額となっております。これは被害木はありますけれ

ども、処理できる場所ではないこと、また、被害が減少傾向にあることなどで事業量の減少

を見込んでいるためであります。 

  次に、２目治山林道費、ナンバー02林道費につきましては、予算額157万9,000円で、財

源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、草刈りや支障木伐採などの林道維持管理

業務委託、重機借上料や消耗品等であります。なお、令和６年度当初予算と比較すると

1,281万2,000円の減額となっております。これは林道に係る工事費や橋梁点検業務委託料

の減によるものであります。 

  次に、ナンバー03治山費につきましては、予算額17万円で、財源内訳は全て一般財源と

なります。事業の概要は、災害時等における重機借上料、原材料費などであります。 

  10ページをお願いします。 

  11款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費についてご

説明いたします。 

  なお、予算説明書は182、183ページになります。 

  ナンバー01現年度林業施設災害復旧費、ナンバー03現年度農業用施設災害復旧費につき

ましては、予算額各2,000円で、財源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、緊急

災害時の復旧工事費、重機借上料で、存置として計上するものであります。 

  なお、ナンバー01の現年度林業施設災害復旧費につきましては、環境森林課の所管とな

ります。 

  次に、基金関係予算についてご説明いたします。 

  予算説明書は184から191ページになります。 

  13款諸支出金、１項基金費、４目渇水対策施設建設等基金費、ナンバー01渇水対策施設

建設等基金積立につきましては、予算額１万円で、財源内訳は、全てその他渇水対策施設建

設等基金の利子で、事業の概要は、基金への積立金となります。 

  11ページをお願いします。 

  ５目中山間ふるさと、水と土保全対策基金費、ナンバー01中山間ふるさと、水と土保全
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対策基金積立につきましては、予算額4,000円で、財源内訳は全てその他中山間ふるさと、

水と土保全対策基金の利子で、事業の概要は、基金への積立金となります。 

  次に、11目クラインガルテン基金費、ナンバー01クラインガルテン基金積立につきまし

ては、予算額605万4,000円で、財源内訳は、全てその他クラインガルテン入会金と基金の

利子の合計でありまして、事業の概要は、基金への積立金となります。 

  最後に、16目森林管理基金費、ナンバー01森林管理基金積立につきましては、環境森林

課の所管となります。予算額1,678万3,000円で、財源内訳、その他は森林管理基金の利子、

残りは一般財源で、事業の概要は、森林管理基金への積立金であります。なお、基金積立て

の原資となる森林環境譲与税につきましては、令和６年度より約116万8,000円の増額とな

る見込みであります。 

  以上が、農林振興課及び敷島支所市民地域課の令和７年度当初予算の内容となります。よ

ろしくお願いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） お疲れさまでした。 

  説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ありますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） まず、４ページの05で農業次世代人材投資事業費補助金ですが、ち

ょっと内容を教えてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） お答えいたします。 

  農業を初めて３年間につきましては、それの負担に対する補助として１年間150万円の補

助をするという内容の補助金となっております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） そうすると、これは２人になった金額ということですか。あっ、じゃ

ないか。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 内訳につきましては、継続者120万円が２名、60万円が１名、

150万円が２名というところで、こちらの120万円につきましては、その認定になった年度
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によりまして120万円の交付というところの認定になっておりましたところで120万円と、

60万円につきましては前期と後期２分の１ずつ交付するというところでその最後の年の60

万円の分の交付という形になっております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ５ページです。14の甲斐市農業活性化協議会補助金ですが、ちょっ

と事業内容を教えてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 農業活性化協議会の事業内容としましては、サツマイモを栽

培した中でそれを直売、朝市、あと、焼き芋等にしましてＰＲ等行っております。併せて焼

酎大弐がまだ在庫がありますので、それの販売促進のほうをＰＲ経費として実施しておりま

す。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 最後じゃ、６ページですが、31の自然休養村管理センターのその他

の財源ですが、多分緑陽園などからの収入だと思うんですが、ちょっと内訳を教えてくださ

い。 

○副委員長（滝川美幸君） 森川支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（森川嘉亮君） 自然休養村管理センターにつきましては、使用

料が令和６年10月１日から改定がありまして、緑陽園、あと敷島吹奏楽団という利用があ

りますので、ちょっと積算をしていないんですけれども、そういう方が利用するということ

で使用料も改定されているということで増額となっております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ４ページの地産、地消事業の学校給食米補助金なんですけれども、昨

年度とほぼ同額で来ているんですが、今米価等結構高騰していると思うんですけれども、こ

の補助金はこれで十分学校給食米が確保できる金額なんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） こちらのほうの学校給食米につきましては、一度農家のほう



－232－ 

から農協のほうへ出荷して、それに対して農協のほうが買取りをして農業者に支払うと。プ

ラス１キロ当たり50円の補助金を交付しているというところで成り立っていると考えてお

ります。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 補助金交付しているんですけれども、農協にいって学校給食が買い取

るときにその金額が上がってしまうとか、そういうことはないんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 農協の買取りのほうでも現時点の市場価格等換算した中での

買取りをしていると伺っております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、市場価格自体はかなり上がっていると思うんですけれども、と

いうことは、学校給食の補助費もそれなりに上げるということなんですか。あっ、補助費は

こっちには関係ないですね。上がってしまういうことですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 農協から買い取った価格につきましては生産者へ、プラス市

の補助金として１キロ当たり50円を補助しているという流れになっております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 多分生産者から買い取る価格が維持になっていると思うんですけれど

も、生産者自身もちょっと今高いところに売ろうとかいろいろ出てくると思うので、もう少

し買取り価格等値上げする必要があるんじゃないかと思うので、検討をお願いしたいと思い

ます。 

○副委員長（滝川美幸君） 要望でよろしいでしょうか。 

○委員（谷口和男君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） はい、要望でお願いいたします。 

  ほかに質疑にありますか。 
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  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 今の学校給食米についてなんですが、生産者はどのくらい現状いらっ

しゃるか。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 生産者につきましては、米を作っている農家の方が約1,700

名います。その中で約100名ほどの生産者がいるという形になっております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 地産、地消ということが言われていて、学校給食米をできるだけ地元

産のものを子供たちに食べさせたいという基本的なものがあるかと思いますけれども、学校

給食米として年間子供たちが調理するお米のどのくらいを地元生産者から買い付けているか

ということは分かりますか。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 令和５年度の実績でいきますと、もみ換算で６万1,780キロ

学校給食として提供しております。全て提供しております。 

○委員（金丸 寛君） 100％。 

○副委員長（滝川美幸君） 100％ですね。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） すみません。全量地元から調達しているという解釈でよろしいのかな。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 全て市内で収穫されたお米を提供している状況でございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ５ページ、10番の竜王土地改良区事業、これ補助金が若干増えたの

かな、この内容を少し詳細に教えていただきたい。 

○副委員長（滝川美幸君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山佳浩君） 内容につきましては、説明の中でもちらっと説明させてい

ただきましたけれども、通常の竜王土地改良区の施設の維持管理に係る経費、それから、令

和８年度に４年に１回の総代選挙が予定されています。令和７年度はそれの準備経費として

事務費をその分増額した分を上げている状況であります。 

  以上です。 
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○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 一般質問でも言わせていただいたんですが、竜王土地改良区にはこう

してしっかりした予算づけがしてあると、これ20年来だと思いますけれども。楯無とか双

葉、敷島地区にもこういった土地改良区が存在するということで、これからその土地改良区

の皆さんと相談しながら補正予算等を組みながら令和７年度はやっていただけるという回答

いただいたんですが、その辺再度ほかの地区の土地改良区に対する対応の予算化というのを

どんな予定でいらっしゃるか教えてほしい。 

○副委員長（滝川美幸君） 宮本部長。 

○産業振興部長（宮本 裕君） お答えさせていただきます。 

  一般質問の答弁の中でもお答えさせていただきましたけれども、竜王土地改良区以外の土

地改良区３つございますけれども、今年度６年度におきましてそれぞれの土地改良区のほう

と個別または合同で協議を実施しております。その中で楯無につきましては、他市町村、要

は北杜市と韮崎市も区域に入っているという中で、そちらの担当者とも協議をしている状況

であります。この３地区につきましては、それぞれ協議の内容がまとまったところで、７年

度には限りませんけれども、タイミングのほうはまとまった時点で必要な時期に予算計上の

ほうはさせていただいて、今後の均等を図っていきたいというふうに考えておりますので、

令和７年度補正対応ができるというふうなことではございませんけれども、協議が終了して

協議が整ったところで予算計上のほうも併せて検討していくという、そういう内容でご理解

いただければと思います。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） そういった段取りを予定されているということですが、今言ったよう

に今までそういった竜王土地改良区以外の地域に対しては非常に配慮が足りなかったという

こと、これ一般質問の中でも言いましたけれども、その辺のしっかりした対応というのは、

合併から20年たっているのにどうしてというところで、非常に対応としては冷たい、行政

としての冷たさがそこに出ているんじゃないかなと私は思っています。同じ農業やる人間と

しては非常に疎外感といいますか、そんなものを感じますので、ぜひ今後とも、今後はそう

いったことのないような形の対応を強く要望しておきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 
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○副委員長（滝川美幸君） それでは、要望ということでよろしくお願いいたします。 

  ほかに。 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） ７ページの土地改良事業のこの積算システム保守委託、これ何か前年

度より６年度より結構上がっているんですけれども、内容は何か変わったんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 八巻係長。 

○農林土木係長（八巻哲也君） お答えします。 

  こちらにつきましては、積算システムの委託料になっております。内容につきましては、

クラウドのシステムの変更に伴って金額のほうが増額になっております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

○委員（安倍健治君） はい、ありがとうございます。 

○副委員長（滝川美幸君） いいですか。 

  ほかに。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 確認させてください。 

  ４ページの06番地産、地消事業で、何といっても甲斐市と言えばやはたいもの件ですけ

れども、作付け補助金の件でお願いします。まず、これ見ると昨年より多少ですけれどもま

だやはたいもの補助金が減ってきていると。甲斐市と言えばもうやはたいもだということで、

この減った理由をちょっと教えていただきたいんですけれども。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） お答えいたします。 

  やはたいもの作付につきましては、連作障害等起こしまして毎年ある程度維持ができない

というところも加味しました中での予算の計上をさせていただいているところであります。 

○副委員長（滝川美幸君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） それは十分連作ができないということ分かっているんですけれども、

そういうようなことを鑑みて、じゃ平米当たりというか１件当たりというかどのくらい今補

助金というのは出しているんでしょう。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 令和５年度の実績でいきますと６万1,904平米、農家の人数
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につきましては51名となっております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  金額も。 

○委員（ 口孝之君） 金額。 

○副委員長（滝川美幸君） 高橋係長。 

○農林総務係長（高橋正樹君） 金額につきましては、平米当たり20円となっております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） すみません。やはたいも大分少なくなって将来的にはちょっとどんど

ん少なくなっていくということで、甲斐市のＰＲにも兼ねてやっているんですけれども、私

たちもね。それで、そういうことで少なくなっているということで、どんなようなますます

活性化してやはたいもを作っていただきたいというこういう奨励というか活性化というかど

うにか努力はしているんですか、はい。 

○副委員長（滝川美幸君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山佳浩君） 先ほどもちらっと話が出ましたが、やはたいも連作ができ

ないということですけれども、水を張った状態で、簡単にといったら変ですけれども、連作

もできる研究も取り組んでいるところであります。そういうのを確立しましたら周知、ある

いは、今いる生産者あるいは新規農業者のほうに特産品こういうのも作れて今のところ甲斐

市でもＰＲしますよというのを周知を広めていって、作付者が多くなれば望めるのかなとい

うふうに考えております。 

○委員（ 口孝之君） はい、よろしくお願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） もう１点お願いします。 

  ８ページ、これ先ほど農林道が農道ということで訂正２か所ありましたけれども、農道と

水路、これの自治会から修理要請とかそういったお願いが上がっていると思うんですが、

我々のところもかなり傷んでいるところがなかなか修繕が回ってこないという状況が現実に

はあります。その皆さんのほうで要請の積み残し、こういったものがどのくらい今年度はあ

るのか、それをどのくらい処理ができるのかということ伺っておきたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 八巻係長。 
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○農林土木係長（八巻哲也君） お答えします。 

  こちらの工事につきましては、自治会要望に基づき、水路、農道等の維持管理、補修等の

小規模工事を行っております。こちらにつきましては、施工延長ではなく自治会要望の件数

での管理をしております。まず、令和６年度の要望件数ということで説明させていただきま

す。道路が５件、水路が14件となり、全体では19件の処理を行いました。全要望につきま

しては39件要望がございました。そのうち19件処理を行いまして、48％処理のほうを行い

ましたは。残っている件数につきましては、20件残っております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

○委員（金丸 寛君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ７ページの土地改良事業のところ、農業基盤促進事業で水路のという

ことを言われたんですけれども、これはどこの辺のことを言っているのかちょっと教えてい

ただければと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 八巻係長。 

○農林土木係長（八巻哲也君） お答えします。 

  こちらの事業につきましては、下八幡３区水路改修工事を計画しております。こちらにつ

きましては、竜王南小学校の西側の水路がございまして、そちらの水路を改修するというこ

とで計画しております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  なければ、質疑を終了いたします。 

  これで農林振興課についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  それでは、これで休憩に入りますが、午後の再開は１時20分となります。１時20分です

ので、よろしくお願いいたします。 
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休憩 午前１１時５１分 

 

再開 午後 １時１８分 

 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、午後の委員会を再開いたします。 

  初めに、環境課から、先ほど午前中の質疑の中で清水和弘委員より質問がありました件に

つきまして答弁がありますので、お願いいたします。 

  伊藤環境課長。 

○環境課長（伊藤 敦君） 午前中、清水議員からごみ減量化運動補助金交付事業、環境課が

所管している事業の中で、資源再利用運動報奨金に関するご質問がございました。ご質問の

内容で近隣市町の状況、特に甲府市の状況ということでのご質問があり、午前中答弁できな

かった内容について答弁させていただきたいと思います。 

  甲府市のほうに確認したところ、甲府市はキロ7.5円報奨金のほうお支払いのほうしてい

るそうです。なおかつ牛乳パックこちらに関しましてはキロ32円の報奨金、奨励金のほう

をお支払いを今現在しているという状況をお伺いしたところであります。 

○副委員長（滝川美幸君） ありがとうございました。 

  よろしいでしょうか。 

  お疲れさまでした。 

  休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時１９分 

 

再開 午後 １時１９分 

 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、商工観光課所管の事業について説明を求めます。 

  髙須商工観光課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） お疲れさまでございます。 

  商工観光課及び敷島支所市民地域課が所管いたします令和７年度当初予算案につきまして



－239－ 

説明をさせていただきます。 

  初めに、４月の機構改革により、商工観光課の商工労働及び企業誘致、移住定住などに関

する業務につきましては、環境産業部産業創造課が所管し、関係人口創出、魅力発信などの

シティプロモーション、ブランド化の推進及びマスコットキャラクターなどに関する業務は

市長公室秘書課が、観光振興及び観光交流などに関する業務は市民生活部市民協働推進課が、

空き家バンクに関する業務はまちづくり振興部建築住宅課が、それぞれ所管することとなり

ます。 

  それでは、説明に入らせていただきます。 

  予算説明書につきましては62ページから65ページとなりますが、予算参考資料で説明を

させていただきますので、予算参考資料ナンバー７、12ページをお願いいたします。 

  初めに、２款総務費、１項総務管理費、２目文書広報費、ナンバー01一般広聴広報事業

につきましては、機構改革により４月から市長公室秘書課が所管いたします。予算額は

1,713万2,000円、財源内訳ですが、その他はＬＩＮＥスタンプ購入料分配金で、残りは全

て一般財源であります。主な事業の概要といたしましては、関係人口創出・魅力発信事業と

して、県外イベント等に出店し市特産品の販売や市の魅力情報発信を行い、知名度を高め、

市を訪れてもらえるよう、関係人口の創出に取り組むものであります。次のマスコットキャ

ラクター着ぐるみ活用事業は、やはたいぬ君を各種イベントに派遣し、市をＰＲする事業で

あります。広告掲載料につきましては、市のＰＲや各イベント等を雑誌、新聞、パンフレッ

ト等に掲載するための広告料であります。観光関係団体負担金につきましては、昇仙峡地域

活性化協議会負担金などであります。竜王駅魅力発信協議会補助金につきましては、竜王駅

イベント及び竜王駅前甲斐てき朝市等の活動に対する協議会への補助金であります。 

  13ページをお願いいたします。 

  なお、予算説明書につきましては、124ページから127ページとなります。 

  ５款労働費につきましては、産業創造課が所管いたします。１項労働諸費、１目労働諸費、

ナンバー01労働関係職員費は、予算額712万円、財源は全て一般財源であります。事業の概

要は、労働施策を担当する職員１人分の人件費であります。 

  続いて、ナンバー10労働総務費は、予算額2,407万9,000円、財源内訳ですが、国県支出

金は山梨県移住支援金交付事業費補助金で、残りは全て一般財源であります。主な事業の概

要といたしましては、２つ目の若者定住促進奨学金返還事業は、若者の市外への流出を抑制

するとともに、Ｕターン、Ｉターン就職による本市への転入を促進し、定住につながる取組
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として就労初期における経済的負担を軽減する目的で新たに実施するもので、令和７年度は

周知及び認定業務を行い、補助金は令和８年度から実績に基づき交付いたします。続いて、

移住定住ガイドブック印刷につきましては、移住相談会や県外イベント等において配布する

冊子を印刷するものであります。移住ポータルサイト保守点検業務委託は、よっちゃばるか

い！の保守点検業務であります。移住支援事業補助金につきましては、国の補助対象事業で、

５年以上東京圏で居住もしくは通勤・通学をしていた者が、市内へ就職もしくは都内の仕事

をテレワークで行うなど一定の条件を満たした場合、単身世帯に60万円、２人以上の世帯

に100万円、また、18歳未満の子供がいる場合は１人につき100万円を加算し補助するもの

であります。 

  続いて、ナンバー12市民保養所委託事業は、予算額130万3,000円、財源は全て一般財源

であります。事業の概要といたしましては、夏季保養所の委託契約でございます。海の家は、

牧之原市観光協会など３か所の観光協会、山の家は、市内２か所、市外２か所の委託であり

ます。 

  続いて、ナンバー13峡中広域シルバー人材センター補助事業は、予算額1,572万1,000円

で、財源内訳ですが、その他は峡中広域シルバー人材センターの構成市町からの負担金、残

りは一般財源であります。なお、この負担金は、均等割と人口割から算出をしております。 

  ナンバー15労働施策推進事業は、予算額300万5,000円、財源内訳ですが、その他として

生活安定資金預託金の元金収入であります。勤労者生活安定資金預託金は、年度当初に300

万円を中央労働金庫に貸付けの資源として預託し、金融機関は、この資金と同額以上の自己

資金を加えて融資枠とし、市内の勤労者の生活資金として融資をするものであります。 

  ナンバー16勤労者施設運営委員会費は、予算額２万2,000円、財源は全て一般財源であり

ます。勤労青少年ホーム、働く婦人の家、勤労者会館、３施設の運営委員７人分の報酬であ

ります。 

  14ページをお願いいたします。 

  ナンバー18勤労青少年ホーム管理運営費は、予算額264万8,000円、財源内訳ですが、そ

の他は施設の使用料で、残りは全て一般財源であります。事業の概要は、施設の維持管理費

であります。 

  続いて、ナンバー20働く婦人の家管理運営費は、予算額602万1,000円、財源内訳ですが、

その他は施設の使用料で、残りは全て一般財源であります。事業の概要は、教養講座講師へ

の謝礼及び施設の維持管理費であります。 
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  ナンバー21勤労者会館管理運営費につきましては、引き続き敷島支所市民地域課が所管

となります。予算額は８万1,000円、財源内訳ですが、その他は施設の使用料で、残りは全

て一般財源であります。事業の概要は、施設の維持管理費であります。 

  次に、７款商工費、１項商工費、１目商工総務費につきましては、産業創造課が所管いた

します。 

  なお、予算説明書につきましては、136ページから139ページとなります。 

  ナンバー01商工観光関係職員費は、予算額7,139万6,000円、財源は全て一般財源であり

ます。事業の概要は、職員９人分の人件費であります。 

  ナンバー10商工総務費は、予算額４万8,000円、財源は全て一般財源であります。事業の

概要は、事務費であります。 

  15ページをお願いいたします。 

  ２目商工振興費につきましては、産業創造課が所管いたします。 

  ナンバー02商工振興事業は、予算額2,815万4,000円、財源は全て一般財源であります。

主な事業の概要といたしましては、甲斐市商工会補助金、これは商工会が実施する総合振興

事業、商業振興事業など７事業に合計2,010万円の補助金を交付いたします。 

  小規模企業者経営改善対策資金利子補給等につきましては、公庫資金や県の商工振興資金

などを借り入れた小規模企業者や創業者に対し、返済開始から１年以内に支払った利子を補

助するものであります。 

  甲斐市小規模企業者持続化補助金につきましては、市内の小規模企業者の持続的な発展を

支援するため、令和２年度から市単独事業として実施しているもので、主に国の助成制度で

は拾い切れない小規模事業者が実施する経営力向上につながる経費に対し、補助対象経費の

２分の１、限度額50万円を補助するものであります。令和６年度からより多くの企業に補

助できるよう、100万円増額し600万円としております。 

  次に、企業誘致推進事業につきましては、企業誘致活動に伴う旅費などの事務費及び山梨

県地域経済牽引事業促進協議会負担金であります。 

  16ページをお願いいたします。 

  ナンバー06宅地開発事業特別会計繰出金は、予算額２億4,080万5,000円、財源は全て一

般財源であります。事業の概要は、下今井農工団地の拡張事業のため、特別会計への繰出金

であります。 

  次に、３目観光費につきましては、市民協働推進課が所管いたします。 
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  ナンバー10観光推進事業は、予算額369万7,000円、財源は全て一般財源であります。主

な事業の概要は、登山道整備委託等事業につきましては、太刀岡山や御嶽古道など登山道入

り口の草刈りや倒木処理の委託経費、登山者用トイレ維持管理経費、登山道整備に係る消耗

品購入経費及び市で主催する御嶽古道のガイドツアーの謝礼などであります。 

  次に、観光巡回バス運行委託事業につきましては、５月と６月、11月に、市内の観光資

源を案内する巡回バスを運行するものであります。 

  次に、フットパス（ツアールート活用）事業につきましては、甲斐市ちいさな旅として年

間９回実施予定で、市内の身近な歴史や観光資源に触れていただく事業であります。 

  このほかに県外の観光イベント参加旅費、観光関係ＰＲ用品等の購入経費、山梨観光推進

機構など３団体への負担金であります。 

  ナンバー11観光イベント事業は、予算額1,284万5,000円、財源は全て一般財源でありま

す。事業の概要といたしまして、おみゆきさん実行委員会補助金は、甲府盆地の水防を祈願

するお祭りで、毎年４月15日に開催をしております。 

  大弐学問祭実行委員会補助金は、郷土が生んだ偉人、山県大弐の遺徳をしのび、９月23

日の秋分の日に開催の予定であります。 

  甲斐市サクラまつり実行委員会補助金は、市の花桜をめでることで、市民の心の安らぎや

市への愛着心を醸成し、桜の開花時期に合わせたイベントで、７年度は８年の３月22日を

予定しております。 

  一番下の信玄公祭りにつきましては、コロナ禍による中止や秋の開催を経て、今回から従

来の４月開催に戻し、４月４日から６日にかけて開催されます。甲州軍団出陣は５日土曜日

で、本市は小幡山城守虎盛の部隊として出陣をいたします。 

  17ページをお願いいたします。なお、予算説明書につきましては、150ページ、151ペー

ジとなります。 

  ８款土木費、５項住宅費、１目住宅管理費、ナンバー02住宅施策推進事業につきまして

は、建築住宅課が所管いたします。予算額は200万8,000円、財源は全て一般財源でありま

す。主な事業の概要といたしましては、空き家リフォーム補助金で、空き家バンクに登録さ

れた物件をリフォームする場合、補助率２分の１、上限100万円を交付するものであります。 

  続きまして、13款諸支出金、１項基金費、12目地域振興基金費につきましては、産業創

造課が所管いたします。 

  なお、予算説明書につきましては、188ページ、189ページとなります。 
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  ナンバー01地域振興基金積立は、予算額2,815万1,000円で、財源は全てその他財源で、

基金運用利子と諸収入であります。事業の概要は、サテライト双葉など各公営競技における

双葉場外売場の売上金に対する市への負担金であります。 

  最後の18ページにつきましては、特別会計でありますので、後日説明をいたします。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 17ページのナンバー02住宅施策推進事業なんですが、空き家バンク

に係る事業というのは、どちらになりますか。 

〔「空き家」と呼ぶ者あり〕 

○委員（若尾彰子君） バンクのほうは。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） こちらは来年度からは建築住宅課の所管になります。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） はい、ありがとうございます。 

  それともう１点、すみません、13ページのナンバー10労働総務費の中の移住支援事業補

助金が前年度と比較しますと1,220万増額されているんですけれども、こちら実績が大幅に

増えたとかそういった理由をお願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤係長。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） お答えします。 

  前年度につきましては1,000万円で当初予算もらしていただいているんですけれども、途

中で見込みが増えまして６月補正で対応させていただいておりますので、来年度はその見込

みで増やしております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） では、件数にするとどれくらい増えていますか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤係長。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） ６年度の実績でよろしいですか。 
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○委員（若尾彰子君） はい。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） ６年度につきましては13件で1,860万円になります。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 同じく13ページで若者定住奨学金の返済事業なんですけれども、７

年度は周知業務のみということなんですけれども、これはどんな形で周知していくのかその

辺のお考えは。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤係長。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） 県内の大学や専門学校等につきましてチラシを配布しました

り、あと、ホームページで周知したり、あと、県外の大学、専門学校等につきましては、メ

ール等によって周知をさせていただく予定でございます。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ぜひ、一般質問なんかでも取上げさせてもらったんですけれども、甲

斐市の場合10年間というその辺をまた売りにその辺をもっと周知できるような形を考えて

いただいてお願いします。 

  ちょっと続けてよろしいですかね。 

○副委員長（滝川美幸君） はい。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 14ページ、これ18、20、21、勤労青少年ホーム、働く婦人の家、勤

労者会館、これ全部まとめてなんですけれども、この中で管理委託費というのがあるんです

けれども、これは一体どういう管理をしている内容というのはどんな感じなんでしょう。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤係長。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） 日常管理としまして、利用者がいるときにはシルバー人材セ

ンターの方ほうに委託しておりまして、鍵の開け閉めとか清掃等を行っております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） この３つの施設あんまり利用者がないようなイメージなんですけれど

も、今後もっと活用していただく方が増えるような方策って何か考えているんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 
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○商工観光課長（髙須秀樹君） 確かに利用が少ない部分ありますけれども、取りあえず令和

９年度までは現状ということで今進めております。今後はまたこの補助金等の絡みもありま

すけれども、この利用ほかにもないかということで今後は検討していきたいというふうに考

えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） せっかく市の施設ということであるんですけれども、いろんなその使

用要件の縛りとかあるかもしれませんが利用、こういう公共施設も用途変更みたいなのがで

きるというの聞いたんで、そういったのも含めて今後もっと活用してもらえるような利用用

途を考えていただければなと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 要望でよろしいでしょうか。 

○委員（加藤敬徳君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） はい。要望ということでお願いします。 

○委員（加藤敬徳君） じゃ、あと最後に１つ。最後１ついいですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 次の15ページ、創業融資利子というのあるんですけれども、甲斐市

は結構創業される方が多いって聞いたんですけれども、こちらは大体何件ぐらいを想定して

のこの予算になっているんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤係長。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） 創業融資につきましては、実際創業する方の割合は分からな

いんですけれども、市内の、利子の補給については６年度３月11日時点で５件の見込みで

す。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（加藤敬徳君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、13ページの10の労働総務費の先ほど言った若者定住の

奨学金の件ですけれども、他市町村と比べて５年のところを甲斐市では10年やっていくと

いうことで、来年は調査というか周知のあれだということですけれども、８年から事業を本

格的に実施していくというような私は理解しているんですけれども、そこで、奨学金を大体

借りると大体400万程度ですか、返済で大体十四、五年かかるなんていうふうに言われて、

十年というのは非常にありがたいなと思うんですけれども、８年から本格的に事業を実施し
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た場合に、遡って何年から奨学金を借りた人を対象にしているのか、ちょっとその辺お考え

聞かせてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） 一応補助金の交付につきまして８年ですけれども、あくまで

も７年度から奨学金を返還した方、新たに返還した方を対象にして進めていきます。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） はい、承知しました。 

  一応８年からなんで、今後様子を見ながら柔軟にちょっと対応していっていただきたいと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。 

  次の質問に変えて、15ページの02商工振興事業の中の甲斐市の小規模事業者持続化補助

金の件で、これ以前私もちょっと質問したことがあるんですけれども、これ募集期間が例え

ば令和６年だと６月17日から７月31日の期間というふうに限定していて、これちょっと、

この期間を過ぎちゃうともう来年まで待ってくださいというふうになるんで、その辺ってど

のようになっているんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） こちら国の制度も同じように持続化ありますけれども、そち

らの募集期間と県もあります。そちらが終わってから拾い切れない分を市で補助金を出すと

いうふうな格好になっていますけれども、一応事業につきましてはいろいろと備品を買った

りとか、広告とか、あるいはシステム、ホームページ等を直したりとかってする期間ありま

すので、どうしても年度内の終了の事業ということを考えておりますので、募集期間がちょ

っと短めになっておりますけれども、その辺はまた状況等を見ながら対応していきたいと思

いますけれども、一応年度内に完了するものということで期間を切らせていただいておりま

す。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） はい、分かりました。 

  そうはいっても、要は事業所さんからしてみると、ちょっとその期間また来年まで待つと

いうのもあれなんで、ぜひ柔軟な対応できたらなというふうにお願いいたします。 

  もう一つ、最後16ページの観光イベントおみゆきさん、このおみゆきさん実行委員で話

していいか、おみゆきさん今年４月15日ですが、現在、おみゆきさんの担ぎ手募集してい

ますよね、ちょっとその辺について、していると思うんですけれども、それで、実は担ぎ手
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が方がこれ毎年平日なんで休日に移行できないかということちょっと聞いているんですけれ

ども、その辺についてお聞かせください。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） やはりお祭りは休日の開催というのが人が集まって、出るほ

うも見られる方もなんですけれども、こちら一宮、二宮、三宮の伝統的なお祭りでもう昔か

ら４月15日となっておりまして、その辺も話は出ておりますけれども、一宮のほうの宮司

さんも含めて氏子さんのほうも曜日に関係なく４月15日ということに現在なっております

ので、また、毎年のように話が出ていますが、しばらく間はまだ平日関わりなく15日とい

う形になってくるかと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） そういう事情があるということは分かりましたけれども、担ぎ手も地

元の人が担ぎたいんだけれども平日で仕事があってなんてあるんでね、またちょっとその辺

も協議にしていっていただけたらと思います。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） １点だけお願いします。12ページの01番一般広聴広報事業の中で、

事業内容の一番最後竜王駅魅力発信協議会補助金ということで、昨年も500万、今年も500

万ということになっています。それで、この発信協議会というのはどんな人で構成されて、

年何回とか、そんなようなことが細かい何名いるのかちょっとその辺具体的に教えていただ

きたいんですけれども。 

○副委員長（滝川美幸君） 上條係長。 

○観光交流係長（上條秀夫君） お答えいたします。 

  竜王駅魅力発信協議会につきましては、令和６年現在、委員さんが23名おります。構成

につきましては、商工会から３人、周辺の自治会の区長さんが５人、竜王駅の駅長さんが１

人、それから市内の事業者３人、市内の関係団体が７人、それからアドバイザーが４人とい

うことで構成のほうされております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 口委員。 
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○委員（ 口孝之君） はい、分かりました。 

  その協議会23名の中で、年何回かも今言われたんですけれども、その23名の中からちょ

っと厳しいですけれども、こういうような具体的な案があったとか案件が提出されたの何件

かありますか。 

○副委員長（滝川美幸君） 上條係長。 

○観光交流係長（上條秀夫君） 令和７年の１月の下旬になるんですけれども、魅力発信協議

会の役員さんを集めまして、それ以前に実施しました委員さん宛てのアンケートを募集しま

した。その結果を開示いたしまして、やはりもうこの事業をずっとイルミネーション事業が

主になってきているということで今後もやっていくのかやっていかないのか、委員さんの中

には本当にこの予算500万のうちの９割を、９割以上ですね、あのイルミネーション事業に

費やされているということを問題視されている方もおります。反対にやっぱり竜王駅の冬の

風物詩だよねということで今後も続けていくんじゃないかというふうなご意見もいただいて

おります。 

  いずれにせよ、令和７年度のこの予算の500万円の中には、事業費という形ではないんで

すけれども、委員さんたち各団体のトップというか知見のかなり広い方々の集まりでござい

ます。委員さんたち自らもこういった集まりというか協議会というのはなかなかほかにはな

いからユニークな集まりであるから、ぜひ事務局のほうは委員さんのほうにいろいろ承認機

関になるんじゃなくって自分たちをもう使い倒すようなそういったことでまちづくりを魅力

をアップしていこうとほとんどの意見をいただいておりますので、令和７年度はそういった

ことを踏まえて活動のほうしていければというふうに思っております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 要望ですけれども、委員さんのほうから具体的ないいアイデアをどし

どしいただいて、甲斐市の表玄関ですから、竜王駅は、どうかますます甲斐市が発展するよ

うな駅で採用をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  山坂委員。 

○委員（山坂賢太君） すみません、16ページの11番、すみません、大弐学問祭実行委員会

の補助金なんですけれども、これ昨年と予算が変わっていないんですけれども、すみません、
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一般質問でもさせていただきましたけれども、今年は300周年ということで、大弐学問祭に

限らずこういった市の記念すべきイベントに関しましては、答弁の中でもより一層関係者の

方と話合いを続けていいものをつくっていただくという努力をということでいただきました

けれども、ちょっといっぱいお金をかければいいというわけでもないですけれども、ちょっ

と要望として、また、より一層いいものをつくっていただけるようにと、要望でお願いしま

す。 

○副委員長（滝川美幸君） 要望でよろしいですか。 

○委員（山坂賢太君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） それじゃ、要望ということですので、努力してください。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） １点だけお願いします。16ページの観光費の中で10番ですけれども、

一番上の登山道整備委託事業ということでお伺いします。 

  この中に昨年かな幾らかな御嶽古道が入っているんですけれども、それでさっきの課長の

説明の中に今度はガイド付ツアーを何件かやったということを言われましたけれども、この

ちょっと内容について成果というかお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） 上條係長。 

○観光交流係長（上條秀夫君） お答えします。 

  登山道の整備事業の予算の中には、山の日の山梨県の山の日イベントということで、毎年

７月から10月にかけてそういったイベントを行っております。令和６年度につきましては、

７月の最後の土曜日に朝活甲斐散歩と題しまして、朝の５時半に昇仙峡のロープウェイの下

に集合いたしまして、そちらのほうから羅漢寺山のほうに登山をするということで、大体行

程が１時間ぐらいなので、初心者、お子様連れの方でも参加できる上に、夏休みの最初の入

り口のところでそうやって朝の早朝の活動するということは、その後の夏休みにも大変いい

影響を及ぼすんじゃないかということで、その前の年のナイトハイクに代えて朝のハイキン

グを実施したところです。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。よく分かりました。 

  やはり山の日に合わせて７月から今は期間限定なんですけれども、常備、山ですから12

月から３月頃まではもう本当にあんまりそんなにあの古道は行かないと思いますけれども、
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今から陽気がよくなって11月頃までには何人かのガイドをつけるというような考えはある

かどうか、計画があるかどうかお聞きしたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） 一応来年度につきましても夏休みを予定をしております。ま

た、この山につきましては、比較的低山ということで雪も少ないので、今後はだんだんと登

山者も日本遺産に認定されるということで増えつつあります。そういうところで要望なんか

をいただきまして、また、秋とかこの冬の間でも比較的安全に登れるかと思いますので、そ

ういったことも今後は検討していきたいというふうに考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとう。 

  昨年の秋最後に11月登ったの私これで３回目なんですけれども、行くたびに思うんです

けれども、もうちょっと看板もここが羅漢寺入り口、あるいは下道から上道へ行くという陸

沢方面とかそういうのがあんまりにも、分かるには分かるんだけれども、ちょっと一般の人

には分かりづらいなということを感じています。それと、歌川広重のところの岩が一番いい

ところにもやはりもうちょっと大きなこういうふうな分かるように看板をかけ替えていうふ

うなことをしていただきたい。これは要望ですから、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 要望ということで、よろしくお願いいたします。 

  ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） １点確認させてください。先ほどの15ページの甲斐市中規模企業持

続化補助金という説明の中で、100万円前年度に比べて上乗せしたという説明ありましたよ

ね。前年度見ると同額なんだよね。その辺100万上乗せしたら700万なきゃおかしいんだけ

れども、予算が。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） 令和５年度までが予算500万で、６年度からプラス100万で

600万という事です。 

○委員（内藤久歳君） 600万。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） 来年度も600万ということです。 

○委員（内藤久歳君） だから、上乗せというのは。 
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○商工観光課長（髙須秀樹君） ６年度から上乗せとなっています。 

○委員（内藤久歳君） ６年度からなったんで、今日説明していたのあの500万、100万上乗

せという説明があったんで、５年度ともう６年度も計上してあるんだから、それに対してこ

れが600万という認識を持ったんで、違うのかなって思って今確認、そういう背景というこ

とね。はい、了解です。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） 申し訳ございません。はい。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

  マイクをお願いします。 

○委員（内藤久歳君） 補助金を交付するこの基準とかそういうものというのはどんな具合に

なっているんですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） こちらは一応商工会を通してまず申請をしていただきます。

商工会でも審査をいたしまして、うちのほうで審査会というものを開きまして、その中で内

容を協議いたしまして、適正だというところにつきましては交付をいたしております。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、その決定権は商工会にあって、その先は商工会で決ま

ったものを審査会へ上げてそこで決定するということ、だから最終的な決定権は市にあると

いう認識でいいということだね、交付の。 

○副委員長（滝川美幸君） 髙須課長。 

○商工観光課長（髙須秀樹君） はい、そのとおりでございます。 

○委員（内藤久歳君） ああ、そういうことね。はい、了解です。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。14ページ、先ほど18から20、21勤労青少年ホー

ム非常に利用頻度が少ないと。私もそれ働く婦人の家、地理的な条件もあるので使いにくい

んじゃないかなという知り合いからそんな話も受けました。少し用途、使い道先ほどもあり

ましたけれども用途変更もしたほうがいいんじゃないかなという話なんですけれども、ちな

みに、この利用頻度といいますか利用回数、これ実際どのくらい、このその他のところが使
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用料だと思いますけれども、直近でどのくらい使われているか。 

○副委員長（滝川美幸君） 伊藤係長。 

○商工労働係長（伊藤仁美君） お答えします。 

  令和６年度、令和７年２月末現在で118件、918人が青少年ホームの利用、働く婦人の家

につきましても、令和７年２月末現在で516件、4,809人の利用になっております。 

○副委員長（滝川美幸君） 三井係長。 

○敷島支所環境土木係長（三井賢治君） あとは、勤労者会館の利用状況でございますけれど

も、令和６年度２月現在の利用は８件の件数でございまして、利用人数は23人でございま

す。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで商工観光課についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時５８分 

 

再開 午後 ２時００分 

 

○副委員長（滝川美幸君） 会議を再開いたします。 

  次に、建設課所管の事業について説明を求めます。 

  芳賀建設課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 大変お疲れさまでございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、建設課の令和７年度当初予算につきましてご説明させていただきます。 

  予算説明書は134ページ、135ページからとなります。また、予算参考資料ナンバー８の

３ページをお願いいたします。 

  ６款農林水産業費、３項国土調査費、１目地籍調査費、ナンバー01地籍調査費につきま

しては、予算額1,168万1,000円で、財源内訳の国県支出金は地籍調査事業費補助金で、残
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りは一般財源であります。事業の概要ですが、吉沢第15地区0.20平方キロの１年目工程及

び吉沢第14地区0.10平方キロの２年目工程の地籍調査事業業務委託等で、本年度当初予算

と比較し95万7,000円の増額であります。 

  次に、予算説明書38ページ、39ページとなります。 

  ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、ナンバー01土木管理関係職員費につき

ましては、予算額１億1,310万2,000円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業の概

要ですが、都市建設部長と建設課職員を合わせた15人分の人件費で、職員の人事異動等に

より、本年度当初予算と比較し312万8,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー02土木管理関係会計年度任用職員等費につきましては、予算額1,446万

9,000円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業の概要ですが、道路維持管理を行う

作業員６名分の人件費であります。 

  次に、ナンバー10道路台帳管理事業につきましては、予算額475万2,000円で、財源内訳

は全額一般財源であります。事業の概要ですが、道路法に基づき市が管理している市道の道

路台帳補正業務委託で、本年度当初予算と比較し26万4,000円の減額となっております。 

  次に、ナンバー11道路維持管理事業につきましては、予算額2,625万2,000円で、財源内

訳のその他財源につきましては道路占用料で、残りは一般財源であります。事業の概要です

が、道路維持管理費のほか、市道の街路樹剪定等を行う市道街路樹等管理委託、また、道路

しゅんせつ、除雪等の重機借上げ、道路・水路等の緊急改修工事、分筆登記測量委託、六反

川地下道通報装置更新工事で、本年度当初予算と比較し246万円の増額となっております。 

  予算参考資料４ページをお願いいたします。 

  次に、ナンバー12土木総務事業につきましては、予算額1,591万4,000円で、財源内訳の

国県支出金は、社会資本整備総合交付金で260万1,000円、市債は緊急自然災害防止対策事

業債で、また、その他財源は公共物使用料等で、残りは一般財源であります。事業の概要で

ありますが、篠原地区公園調整池ポンプ電気料等のほか、市道の分筆等に伴う測量委託料、

急傾斜地崩壊対策事業に伴う負担金等であります。また、新規事業としまして、地震ハザー

ドマップ作成委託を計上しております。本年度当初予算と比較し2,405万6,000円の減額と

なっております。 

  次に、ナンバー13竜王駅維持管理事業につきましては、予算額1,643万円で、財源内訳の

その他財源は竜王駅前広場使用料等で、残りは一般財源であります。事業の概要であります

が、南北自由通路・駅前広場の維持管理に係る各種業務委託のほか、駐輪場屋根雪止め金具
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取付工事を計上しております。本年度当初予算と比較し1,627万9,000円の減額となってお

ります。 

  予算説明書140ページ、141ページとなります。 

  次に、ナンバー14狭あい道路拡幅整備事業につきましては、予算額3,000万円で、財源内

訳の国県支出金は国庫補助金の社会資本整備総合交付金で、市債は公共事業等債で、残りは

一般財源であります。事業の概要ですが、安全かつ良好な住環境の形成を図ることを目的と

し、建築基準法に基づき、幅員４メーター未満の狭隘道路に接している家屋等の建て替えに

伴うセットバック用地を市に寄附していただき、市においてその用地の測量、分筆、登記、

舗装等の整備を行うセットバック用地整備事業であります。また、自治会要望に基づく路線

単位での拡幅整備で、榎万才線拡幅整備事業を計上しております。本年度当初予算と比較し

350万円の増額となっております。 

  次に、ナンバー17塩崎駅維持管理事業につきましては、双葉支所市民地域課で所管して

いまして、予算額409万9,000円で、財源内訳のその他財源は塩崎駅前広場使用料等で、残

りは一般財源であります。事業の概要ですが、駅トイレ維持管理に係る経費と駅周辺清掃及

び自転車等整理業務委託及び道路排水設備自家発電機緊急通信装置入替工事で、本年度当初

予算と比較し52万7,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー50まちづくり振興部公用車維持管理事業でありますが、予算額209万円で、

財源内訳は全額一般財源であります。事業の概要ですが、まちづくり振興部で使用します公

用車12台分の燃料費、車検等費用で、本年度当初予算と比較し18万2,000円の減額となって

おります。 

  予算参考資料５ページをお願いします。 

  次に、２目地籍管理費、ナンバー01地籍管理事業につきましては、予算額200万円で、財

源内訳のその他財源は地籍手数料で、残りは一般財源であります。事業の概要ですが、国土

調査の成果の地図訂正等に伴う測量及び登記書類作成などの業務委託で、本年度当初予算と

比較し増減額はございません。 

  予算説明書142ページ、143ページとなります。 

  次に、２項道路橋梁費、１目道路維持改良費、ナンバー01道路維持改良事業につきまし

ては、予算額5,517万円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業の概要でありますが、

各自治会からの要望等による道路小改良、小補修工事及び区画線補修工事などで、本年度当

初予算と比較し467万円の増額となっております。 
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  次に、ナンバー02道路舗装事業につきましては、予算額3,500万円で、財源内訳の市債は

緊急自然災害防止対策事業債と地方道路等整備事業債で、残りは一般財源であります。事業

の概要でありますが、市道の舗装工事費で、本年度当初予算と比較し350万円の減額となっ

ております。 

  次に、２目道路新設改良費、ナンバー01道路新設改良事業につきましては、予算額7,932

万円で、財源内訳の国県支出金は国庫補助金の道路交通安全施設等整備事業補助金で、市債

は公共事業等債と地方道路等整備事業債で、残りは一般財源であります。事業の概要であり

ますが、市道の改良工事のほか、竜王田中線道路改良工事予備設計委託、分筆登記等業務委

託のほか、電柱・水道施設等の移転補償費等で、本年度当初予算と比較でありますが133万

7,000円の増額となっております。 

  予算参考資料６ページをお願いいたします。 

  次に、３目橋梁維持改良費、ナンバー01橋梁長寿命推進事業につきましては、予算額

2,220万円で、財源内訳の国県支出金は国庫補助金の道路メンテナンス事業費補助金で、市

債は公共事業等債、残りは一般財源であります。事業の概要ですが、橋梁修繕費のほか、令

和７年度は３橋分の橋梁定期点検業務委託、薬師橋橋梁補修詳細設計委託などで、本年度当

初予算と比較し3,710万円の減額となっております。 

  予算説明書144ページ、145ページをお願いいたします。 

  次に、３項河川費、１目河川維持改修費、ナンバー01河川維持事業につきましては、予

算額2,250万円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業の概要でありますが、各自治

体からの要望に伴う河川、水路の小改良、小補修工事で、本年度当初予算と比較し増減はご

ざいません。 

  次に、ナンバー02河川改修事業につきましては、予算額2,600万円で、財源内訳の市債は

緊急自然災害防止対策事業債と一般事業債で、残りは一般財源であります。事業の概要です

が、河川、水路の改修工事で、本年度当初予算と比較し2,980万円の減額となっております。 

  予算説明書150ページ、151ページをお願いします。予算参考資料は７ページをお願いい

たします。 

  次に、５項住宅費、１目住宅管理費、ナンバー01市営住宅管理事業につきましては、予

算額5,339万円で、財源内訳の国県支出金は国庫補助金の社会資本整備総合交付金、その他

財源は住宅使用料現年度分等であります。事業の概要でありますが、市内12か所、256戸の

市営住宅施設の維持管理経費のほか、田畑団地の給排水管改修工事に伴う設計管理委託費及
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び工事費、市営住宅解体工事、また、市営住宅の遊具改修工事などで、本年度当初予算と比

較し1,134万3,000円の増額となっております。こちらの事業は機構改革で新設されます建

築住宅課所管となります。 

  次に、ナンバー02住宅施策推進事業のうち空家対策促進事業につきましては、建設課計

上分としまして、予算額320万円で、財源内訳の国県支出金は社会資本整備総合交付金、山

梨県空き家対策総合支援事業費補助金で、残りは一般財源であります。事業の概要でありま

すが、空き家除却事業費補助などであります。こちらの事業も機構改革で新設されます建築

住宅課所管となります。 

  次に、ナンバー02住宅施策推進事業のうち建築物耐震促進事業につきましては、建設課

計上分としまして、予算額1,397万円で、財源内訳の国県支出金は社会資本整備総合交付金、

木造住宅耐震診断支援事業費補助金、木造住宅耐震改修等支援事業費補助金、木造住宅耐震

シェルター設置支援事業費補助金で、残りは一般財源であります。事業の概要でありますが、

木造住宅耐震診断委託、木造住宅耐震支援事業費補助金などであります。こちらの事業も建

築住宅課の所管となります。 

  予算参考資料８ページをお願いします。予算説明書は182ページから183ページとなりま

す。 

  11款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目公共土木施設災害復旧費、ナンバ

ー01現年度公共土木施設災害復旧費につきましては、予算額100万円で、財源内訳は全額一

般財源であります。事業の概要ですが、公共土木施設の災害復旧工事で、前年度予算と比較

し増減はございません。 

  予算説明書は186ページから187ページとなります。 

  次に、13款諸支出金、１項基金費、７目市営住宅事業基金費、ナンバー01市営住宅事業

基金積立につきましては、予算額586万3,000円で、財源内訳のその他財源は住宅使用料現

年度分及び過年度分と市営住宅事業基金の運用益であります。事業の概要でありますが、基

金の予算積立て分と基金の利子収入で、本年度当初予算と比較し987万円の減額となってお

ります。 

  以上が、建設課の令和７年度当初予算の概要説明となります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 
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  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ３ページの11、一番下の六反川地下道ってあるんですが、六反川に

地下道どの辺にあったですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 中込係長。 

○建設管理係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  六反川地下道は、六反川と国道20号線をくぐるところにカルバートとして地下道という

名前であります。 

○副委員長（滝川美幸君） いいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ４ページですが、12県事業の急傾斜崩壊対策のこれ場所はどこでし

ょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 塚田係長。 

○建設総務係長（塚田英仁君） 場所はつくし野地区になります。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ４ページの14番狭隘道路のことについてちょっとお伺いをいたしま

す。 

  この工事についてですけれども、国県支出金が1,500万ということですよね、財源内訳の

中で。実はあと今から令和５年度に、私もちょっと関わったんですけれども、敷島の境北の

自治会から集落内が大変道が狭いのでということで広げてほしいということでちょっと市の

ほうにも相談を持ちかけたところがあります、建設課へ。そのときの建設課の話ですと、国

の補助金がもう終了するかもしれないのでこれは継続されないかも分からないですよという

ことで、この話が前に進まなくなったんですけれども、今日のここ来年度見ていると国の予

算がこれついているんですけれども、これはあれですか、国の補助金が継続されるというこ

とで今後継続されるということも視野に入れてもいいということですかね、そこのところち

ょっと知りたいんですけれども、お願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 狭隘道路の整備事業なんですけれども、国の補助金で令和８年度

までということは今のところ聞いているんですけれども、それ以降がまだ不透明なところも

ありますので、もう区切って考えていかなきゃいけないのかなと思っているんですけれども、
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取りあえず来年度はその補助金つきますので、事業は進めていきたいと思っております。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） というと、令和８年というと今年が令和７年になりますから、あと１

年、２年ぐらいしかないということですね。 

  質問変えますけれども、いいですか。 

○建設課長（芳賀康貴君） すみません、訂正させてください。 

○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 令和８年じゃなくて令和10年でした。すみません。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） そういうちょっと情報というのはちゃんと正確なことをちゃんと密に

して各自治会とかそういうところには知らせをしてもらいたい、このように思います。 

  質問変えます。よろしいですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） このじゃ例えば境北の自治会が再度申請をすれば、この狭隘道路の事

業にのることは可能ということになりますかね。 

○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 要望出していただければ考えていきたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 前向きな答弁ありがとうございます。 

  ちょっと質問変えます。同じくその道路整備でセットバック用地がここへ一般財源で300

万ってあります。そうだね、市債を入れて300万になるんだけれども、これ何件分を見込ん

でいるということですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 深澤係長。 

○建設土木係長（深澤勇也君） お答えします。 

  セットバック用地の分筆登記や舗装代を含めて５件分を見込んでおります。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） はい、分かりました。 

  狭隘道路のことで、じゃこの事業が本当は私たちが聞いた話は、自治会なんかのところで

狭い道路ですね、救急車あるいは消防車などが入れないところを優先にして広げようという
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ことがこの狭隘道路の目的かということを認識して私たち、境の自治会の人と話し合ってじ

ゃ申請してみようということになったんですけれども、これについて今は市民とか土地の使

用者にアナウンスというかこのＰＲというのは行っているのかどうかちょっとお聞きしたい

んですけれども。 

○副委員長（滝川美幸君） 中込係長。 

○建設管理係長（中込 聡君） 狭隘道路の補助金につきましては、ホームページで掲載をし

ているんですけれども、令和６年度については募集のほう停止するというお知らせを掲載し

ております。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ホームページなどでやるということ。一度何か広報みたいのにも載っ

たということも聞くんですけれども、もう少し土地の使用者とかそういう人たちには自治会

からの要望があったりして、自治会からもこうしようと言われたら積極的にアプローチをし

てもらいたいと、こんなふうに思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ちょっと質問変えます。 

  ６ページの12番のナンバー２の河川改修事業ですけれども、今年度よりも、今の説明、

ここに３件改修というのあるんですけれども、今の課長の説明だと2,980万、約3,000万が

減額になったということ言われましたけれども、この理由についてちょっとわけを教えてい

ただきたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 議会の中でも説明はさせていただいたんですけれども、今年度か

ら公営企業部とともに雨水対策計画というのを立てる予定でありまして、それで、今までの

水路改修のみじゃなくてほかの方法も考えていかなきゃならないときに来ているということ

で、今方法を考えている最中で、ただ単に水路を若干拡幅するという工事は一旦ちょっと置

いておきまして、それで、新たな方法をちょっと考えていきたいと思っていますので、今の

ところその減額となっております。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） いろいろすみませんで、今のこの市債の中で、財源内訳のね、緊急支

援とか何とかという今言われた制度もこの市債の中から使っているということですか。市債

というのはもともとそういうものじゃないと思うんだけれども。 
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○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 市債というのはあくまでも起債の関係なものなので、補助金とか

交付金とかではないので、その辺も含めて今後どういうものを使っていくか、それはもう決

まっているんですけれども、下水道のほうの事業で雨水対策というのがありますので、それ

を使ってやっていきたいと思っております。 

○副委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） はい、分かりました。 

  こんなことで今の3,000万が削られるということは、額も大きいのでただ改修水路ですか

ら、昨年の８月７日のあれ以来かなり多くのところがそんなことで改修改修といった要望が

あると思いますけれども、ぜひそんなことで当局側も努力していただきたい、こんなふうに

思います。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしくお願いいたします。 

  ほかに。 

  金丸寛委員。 

〔「マイク」と呼ぶ者あり〕 

○委員（金丸 寛君） ごめんなさい。 

  ５ページの01通学路のグリーンベルト補修項目が出ていますけれども、私どもの近くの

住民の方からも大分通学路あるいは横断、子供たちが渡る、それが劣化しているんじゃない

かという声がありますんで、安全の面からしてもはっきり分かるような点検をしていただき

ながら補修をしていただくということを強くお願いしたいんですが、いかがでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 通学路の関係は通学路点検パトロールでもいろいろご意見いただ

いていますし、要望もいただいていまして、その分今回この通学路グリーンベルト等補修工

事に967万円という金額を載せてあるんですが、これはこの道路維持改良事業なんですが、

これは去年に比べて500万ほど多くしていますので、その分多く補修をしていきたいと考え

ております。 

○副委員長（滝川美幸君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ぜひお願いしたいと思います。 

  もう１点別で７ページ、空き家の除去事業費補助300万予算にもられていますけれども、
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何棟で、１棟当たり補助上限額というのがあろうかと思いますんで、その辺教えていただき

たい。 

○副委員長（滝川美幸君） 塚田係長。 

○建設総務係長（塚田英仁君） お答えします。 

  空き家の除却の補助につきましては、１棟上限が50万円、50万円の６件を見込んでおり

ます。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（金丸 寛君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに質疑ありますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっと教えていただきたいのが、４ページ、地震ハザードマップ作

成ってあるんですけれども、地震ハザードマップというのはどういうものか、土砂崩れとか

そういったものを出すことでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 塚田係長。 

○建設総務係長（塚田英仁君） 地震ハザードマップにつきましては、甲斐市に地震が起きた

ときの地区の計測震度、液状化の可能性の場所、また、地域の危険性などを踏まえた地図を

踏まえたマップになっております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

  洪水ハザードマップのときにちょっと言ったんですけれども、もし例えば被災された場合

にどうしたらいいかという部分も今後そのハザードマップに載せてくださいというふうな提

案をさせてもらったんですけれども、こちらについてもまたもし地震でそういう家屋倒壊と

かあった場合にどうしたらいいかみたいな、その場合どこに相談したらいいかとかというも

のも載せていただくようなところ検討していただきたいと思います。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 要望でよろしいということですね。 

○委員（加藤敬徳君） 要望です。 

○副委員長（滝川美幸君） はい。お願いいたします。 
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  ほかに。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ７ページのナンバー01市営住宅管理事業なんですけれども、聞き漏

らしていたら申し訳ありません、市営住宅の解体工事のところなんですが、どの住宅を解体

する予定でしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 中込係長。 

○建設管理係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  令和７年度に予算計上しております解体の予定の場所になりますが、双葉地区にあります

市小石住宅、戸建ての住宅２棟分となっております。 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 恐らく５ページだと思うんですけれども、道路の新設や改良について

なんですが、総務教育常任委員会で、12月の委員会でサンリオが竜王新町のあそこに来る

というので、じゃ道路の改修が必要になるんじゃないかというような答弁が執行側からあっ

たんですけれども、あの辺りの道路の改良なんかもここに計上されているんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 芳賀課長。 

○建設課長（芳賀康貴君） 具体的にはまだ入っていないんですけれども、サンリオの動向も

踏まえながら必要な整備はしていかなきゃならないと考えていますんで、そのときは必要な

分を支出していきたいと考えております。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ４ページの竜王駅維持管理事業の中でトイレ等修繕ってあって、前年

度もこのトイレ等ってあるんだけれども、トイレも結構たくさんあるんでそれぞれなんだけ

れども、まだ竜王駅を造ってからそんなに年数たっていないんで、こういうトイレが故障す

るというその要因、改修するというその要因の中身というのはどんな具合になっている。 

○副委員長（滝川美幸君） 中込係長。 

○建設管理係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  まず、６年度今年度のトイレの修繕につきましては、便座を暖房の便座に取り替えるとい

う修繕になっております。こちらの４ページに載っておりますトイレ修繕等につきましては、

水漏れとかそういう軽微なものの修繕対応の予算となっております。 
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○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、過去においていたずらというかそういう目的外のことでもっ

てあったんで、最近はそういうことはないですか。 

○副委員長（滝川美幸君） 中込係長。 

○建設管理係長（中込 聡君） トイレにものを詰められたりとかということは実際数件あり

ます。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 管理大変だけれども、利用者が気持ちよく使えるようにまた管理のほ

うもしっかりお願いしたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 別件でちょっと確認したいんだけれども、土木総務費の中で前年度は

そのブロック塀の安全対策事業ということで予算計上してあるんだけれども、これ今ほかの

組織改革の中でこの事業を担当するところは変わったのか、それともこの事業が廃止された

のか、その辺の確認をしたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） 塚田係長。 

○建設総務係長（塚田英仁君） お答えします。 

  危険なブロック塀の除却等につきましては、新しく建築住宅課のほうに移行しまして、こ

ちらにあります７ページの02の住宅政策推進事業の02の建築物耐震促進事業の中の木造住

宅耐震支援事業費補助金の中に含まれております。 

○副委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、この総務で計上していたこの事業そのものは継続しな

がら、ブロック塀の倒壊に関する補助金というのは継続しているということだね。そういう

ことだね。 

○副委員長（滝川美幸君） 塚田係長。 

○建設総務係長（塚田英仁君） はい、そのとおりです。 

○委員（内藤久歳君） はい、了解です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（内藤久歳君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかに。 

  清水委員。 
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  マイクお願いします。 

○委員（清水和弘君） 失礼しました。 

  ５ページ、土木費、01竜王田中線の道路改良工事、これは具体的に場所どこになります

か。 

○副委員長（滝川美幸君） 深澤係長。 

○建設土木係長（深澤勇也君） お答えします。 

  市役所下っていきまして中央保育園のほうに行く道と二股に分かれるところがあるんです

けれども、そこのところを行って交差点になったところから西側に向けて水路が開渠になっ

ている部分があるんですけれども、その開渠になっている部分約200メートルの部分の蓋か

けというようなことの予備設計ということになっております。 

○副委員長（滝川美幸君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） これは地元のほうから周辺の地主さんから承諾書をもらって市のほう

に要望をかけているここの区分が具体化してきたということでよろしいでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 深澤係長。 

○建設土木係長（深澤勇也君） はい、そのとおりでございます。 

○委員（清水和弘君） ありがとうございます。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかによろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで建設課についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  ここで休憩を取ります。再開は45分です。 

 

休憩 午後 ２時３４分 

 

再開 午後 ２時４４分 

 

○副委員長（滝川美幸君） 会議を再開します。 

  次に、都市計画課所管の事業について説明を求めます。 

  久保都市計画課長。 
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○都市計画課長（久保欽一君） 大変お疲れさまでございます。 

  都市計画課から令和７年度当初予算の概要につきましてご説明いたします。 

  予算参考資料はナンバー８となります。９ページになります。なお、予算説明書は144ペ

ージからとなります。 

  初めに、８款土木費、４項都市計画費、１目都市計画総務費であります。 

  01都市計画関係職員費につきましては、予算額１億3,146万9,000円で、財源内訳のその

他は開発許可申請手数料や屋外広告物審査手数料などの都市計画手数料、残りは一般財源と

なります。事業内容は、都市計画課職員17人分の人件費であります。 

  次に、10都市計画関係審議会費につきましては、予算額14万1,000円で、財源は全て一般

財源となります。事業内容は、委員報酬が都市計画審議会１回、景観審議会２回分と食糧費、

通信運搬費などの事務費等であります。令和６年度当初予算と比較し5,000円の増額となっ

ております。 

  次に、11都市計画諸費につきましては、予算額121万5,000円で、財源内訳のその他財源

は都市計画図、総括図売りさばき代、残りは一般財源となります。事業内容は、各種協議会

へ参加するための旅費、事務消耗品や通信運搬費などの事務費等、また、竜王駅北口に隣接

する土地の不動産鑑定業務のための委託料のほか、２団体へのその他負担金であります。 

  なお、来年度の機構改革に伴い、道路関係は建設課に一括集中させることとなりますので、

令和６年度まで計上しておりました道路関係の期成同盟会など道路関係10団体に係る負担

金及び総会出席等の旅費については建設課所管の土木総務費に移管計上したことによりまし

て、負担金及び旅費については大幅な減額となっております。こちらの11都市計画諸費に

つきましては、令和６年度当初予算と比較しまして負担金などが建設課に移管したことによ

り減額となった一方で、臨時的に竜王駅北口隣接地の不動産鑑定業務委託を計上した関係で

24万3,000円の増額となっております。 

  次に、10ページをお願いします。 

  ２目幹線道路整備費、01幹線道路整備事業につきましては、予算額5,605万2,000円で、

財源内訳の国県支出金は道路整備に係る国の交付金、市債は公共事業等債、残りは一般財源

となります。事業内容は、事務消耗品などの事務費等、設計積算に係る図書資料の電子化に

伴う使用料及び賃借料と（仮称）篠原地区公園の進入路として整備する緑化センター八幡前

線道路改良工事（２工区）に伴う工事請負費を計上しております。令和６年度当初予算と比

較し、緑化センター八幡前線道路改良工事費の計上に伴い2,410万7,000円の増額となって
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おります。なお、この01幹線道路整備事業につきましては、機構改革に伴い来年度は建設

課で所管をする予定であります。 

  次に、４目公園管理費、01都市公園、市立公園維持管理事業につきましては、予算額１

億316万3,000円で、財源内訳のその他は公園施設使用料、残りは一般財源となります。主

な事業内容は、市内都市公園、市立公園計23園の維持管理経費で、公園管理消耗品や燃料、

光熱水費などの事務費等のほか、11ページをお願いをいたします。委託料につきましては、

竜王、敷島、双葉、各地区の都市公園、市立公園の清掃や除草、剪定作業、芝生の土壌改良

等の業務委託と、昨年から実施しております赤坂台総合公園と島上条公園の芝生広場におけ

る外来種の除草対策として薬剤散布業務委託と赤坂台総合公園の芝生エアレーション及び目

土散布作業を計画しております。このエアレーション作業につきましては、赤坂台総合公園

と敷島総合公園を隔年で実施するとともに、そのほかの公園につきましてはおおむね５年に

一度実施をしております。 

  このほか、使用料及び賃借料は、公園ＬＥＤ照明リース料、重機借上料等で、12ページ

をお願いをいたします。工事請負費ですが、やはた公園バスケットゴール等設置工事、赤坂

台総合公園溢流循環ポンプ取替工事、敷島総合公園園路補修工事などに係る経費、原材料費

は公園管理用資材等の購入費、公課費は公用車の自動車重量税であります。 

  なお、令和７年度から都市公園、市立公園維持管理事業の中に02として緑化センター跡

地運営維持管理事業を別に設け、別管理することとなりました。これは（仮称）篠原地区公

園の建設に係る工事等の予算については機構改革に伴い来年度から建設課に移管するため、

公園の維持管理に係る予算を都市計画課に残す措置であります。主な事業内容ですが、報償

費は山梨大学の大山教授にお願いしております公園整備アドバイザー報酬、維持管理消耗品、

郵送料の事務費等、委託料は公園の運営事業者の公募などの支援を目的とした支援業務委託

であります。 

  都市公園、市立公園維持管理事業につきましては、令和６年度当初予算と比較し2,605万

4,000円の減額となっております。理由といたしましては、パークマネジメントプランの策

定が終了したことに加え、西八幡公園、中下条公園、敷島総合公園などの都市公園の遊具改

修工事が終了したことによるものであります。 

  次に、13ページをお願いします。 

  02開発内公園等維持管理事業につきましては、予算額2,034万円で、財源は全て一般財源

となります。事業内容は、各自治会のちびっ子広場95か所、開発内公園約165か所、地域い
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こいの広場15か所のほか、県と管理協定を結び維持管理を行っております荒川河川公園と

市内の公共施設の樹木等の維持管理経費で、高木の剪定、樹木消毒、遊具点検手数料などの

事務費等のほか、委託料として荒川河川公園公共施設及びちびっ子広場等の維持管理業務、

使用料及び賃借料は桜の開花時期に荒川河川公園内に設置いたします仮設トイレのリース料

であります。 

  このほか、工事請負費は、大下条東区ベンチ撤去・新設工事、公園の一般修繕工事、原材

料費は公園管理用資材等の購入費、負担金、補助及び交付金は地域いこいの広場の設置等に

係る補助金であります。令和６年度当初予算と比較し、各地区ちびっ子広場、開発内公園の

修繕・工事が減少したことなどから、163万2,000円の減額となっております。 

  次に、14ページをお願いいたします。 

  ５目公園建設費、01公園整備事業でございます。予算額は14億3,401万7,000円で、財源

内訳の国県支出金は都市公園整備に係る国の交付金、市債は公共事業等債及び一般補助施設

整備等事業債、その他は公共施設等整備基金繰入金、残りは一般財源であります。 

  右側の事業の概要の一番上、01公園整備事業として1,056万9,000円を計上しております。

この事業でありますが、赤坂台総合公園の駐車場拡充に伴う用地測量、物件補償調査、不動

産鑑定業務の委託料であります。こちらの事業費は、機構改革に伴い赤坂台総合公園駐車場

拡充関係の調査業務を都市計画課に残すための措置として令和７年度より新設したものであ

ります。 

  次に、03緑化センター跡地活用事業として14億2,344万8,000円を計上しております。こ

ちらの事業は、機構改革に伴い来年度は建設課で所管する予定であります。事業内容であり

ますが、初めに、旅費につきましては関係機関協議に伴う普通旅費、事務消耗品の事務費等

のほか、手数料として子ども体験学習施設の中間検査手数料、委託料として建築物工事監理

等業務、竜王田中線に係る測量設計、用地測量、不動産鑑定業務を計上、使用料及び賃借料

は有料道路使用料であります。なお、建築物工事監理等業務委託については、令和７年度の

工事進捗予定分として2,505万1,000円を計上し、令和６年度から繰り越す予算と合わせて

執行をいたします。なお、完成は令和８年度を見込むことから、債務負担行為を設定してお

ります。 

  15ページをお願いします。 

  工事請負費につきましては、公園整備工事（３工区のうち、主に屋外遊具設置）分の経費、

子ども体験学習施設建設工事、多目的棟等建設工事、緑化センター東側の市道塔之元八幡前
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線道路改良工事に係る経費を計上しております。なお、子ども体験学習施設建設工事及び多

目的棟建設工事につきましては、令和７年分として合算いたしますと12億9,098万円を計上

しております。令和６年度から繰り越す予算と合わせて執行いたします。業務進捗の見込み

は、おおよそ75％を見込んでおります。また、完成は令和８年度を見込むことから、債務

負担行為を設定しております。同じく公園工事（３工区）につきましても完成が令和８年度

を見込むことから、令和７年度当初予算にて債務負担行為を設定いたします。この５目公園

建設費につきましては、令和６年度当初予算と比較し７億855万1,000円の増額となってお

ります。これは主に（仮称）篠原地区公園の整備工事が本格化したものによるものでありま

す。 

  次に、７目緑化推進費、01緑化推進事業につきましては、予算額1,546万8,000円で、財

源内訳のその他は昨年度実施いたしました岩森ポピー・コスモス花畑におけるクラウドファ

ンディングの特定事業等寄附金、残りは一般財源となります。事業内容でありますが、市民

の緑化意識の普及啓発と緑化活動の推進を図るための経費で、事務費等として市内の花壇、

プランターの花の苗、記念樹の購入経費、花壇の修繕費等のほか、通称コニファー通り、こ

れは旧廃軌道の榎・玉幡地区商店街などに設置しておりますプランター、コンテナの撤去手

数料と新たに花壇に植樹されておりますコニファー等の樹木が枯れた場合の伐採手数料を計

上いたしました。委託料は花壇、プランターの維持管理経費であります。 

  16ページをお願いいたします。 

  工事請負費は市内の花壇改修工事に係る経費及び岩森花畑の駐車場を整地する工事費等で、

原材料費は花壇の補修材料等、備品購入費はクラウドファンディングでの資金を活用し岩森

の花畑へベンチ及びテーブルを追加で設置するための購入経費、負担金、補助及び交付金は

生け垣及び花壇等の設置補助金と緑化ボランティアの母体組織である花と緑のまちづくり推

進協議会への補助金などで、令和６年度当初予算と比較し工事費の増加や岩森花畑の整備な

どで45万2,000円の増額となっております。 

  次に、17ページをお願いします。 

  ５項住宅費、１目住宅管理費、02住宅施設推進事業につきましては、来年度機構改革に

より都市計画課の開発指導係が新設の建築住宅課建築開発係となることから、開発指導係が

持つ事務消耗品費５万円を都市計画費から住宅費へ移管するものであります。現在、建築住

宅課として盛るところがないわけでございますので、これをここで一旦都市計画課として盛

っておくものであります。 
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  次に、債務負担行為に係る支出予定額をご説明したいと思いますので、予算参考資料を一

旦閉じていただいて、予算説明書の200ページをお願いします。予算説明書200ページとな

ります。 

  真ん中です。項目の15（仮称）篠原地区公園・子ども体験学習施設等の整備といたしま

して、限度額は24億4,642万8,000円で、財源内訳の国県支出金は都市公園整備に係る国の

交付金、地方債は公共事業等債など、残りは一般財源であります。内容につきましては、工

事監理等業務委託委託料、それから公園整備（２工区）及び子ども体験学習施設、多目的棟

等に係る工事費のうち、令和６年度に予算計上した額を除いた令和７年４月１日から令和９

年３月31日までの支出予定額であります。 

  次に、項目の一番下の22（仮称）篠原地区公園における子ども体験学習施設内遊具設置

及び公園整備といたしまして、限度額は２億4,684万4,000円で、財源内訳の支出金は都市

公園整備に係る国の交付金、地方債は公共事業等債など、残りは一般財源であります。内容

につきましては、子ども体験学習施設内の遊具設置工事に係る工事費及び工事管理費並びに

公園整備（３工区）のうち、主に舗装などに係る工事費でありまして、令和８年４月１日か

ら令和９年３月31日までの支出予定額でございます。 

  以上が令和７年度当初予算の概要となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません、ちょっと教えていただきたいんですけれども、公共交通

計画に関するところが来年度から都市計画課の所管になるというところで、特段この予算審

査参考資料には入っていないんですが、そのあたりはいかがでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 久保課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 担当としては都市計画課のまちづくり推進係が行うというこ

とで私どもも聞いておりますけれども、予算に関しましては特段これを盛れとかあれを盛れ

とかという指示はございませんので、今年は恐らく計画を策定しておりますので予算があっ

たかと思うんですけれども、その指示がないので都市計画費の中ではもっておりませんが、
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あちらは総務費か何かで計上しておりますので、そこの総務費を都市計画課が使うというよ

うな形で恐らく来年はやっていくのではないかと考えています。 

○委員（若尾彰子君） はい、ありがとうございます。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（若尾彰子君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） ほかによろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみませんね。９ページの都市計画諸費のところで、さっき言った不

動産鑑定、北口のね、これ86万7,000円。今後このスケジュール、当然これ予算が可決され

れば当然それ入ると思うんだけれども、その後の地権者との交渉に当然入ってくると思うん

だけれども、その辺の今現在でどんなふうなスケジュールでいくかちょっと教えてもらえま

すか。 

○副委員長（滝川美幸君） 久保課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） まず、年度が変わりましてこの予算が使えるようになりまし

たら、すぐに不動産鑑定を委託を出します。それが仕上がるのが二、三か月程度でそれが出

てくると思いますので、それによって地権者と交渉していくというスケジュールになります。 

  それから、地権者のほうで内諾というか内々のうちにこの程度でいいだろうという話にな

りましたらば、税務署とかそういうところとの協議、それから、今回これを買うに当たって

どのような例えば税の控除を受けるかによってまたその手続が変わってきますので、そちら

も精査しながら、７年度中には購入できるように補正予算をお願いしようと思っております。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ありがとうございました。 

  これ長年の懸案で地権者もある程度理解していただいたと、この間市長がそんな答弁でで

きるだけ市としても取得したいという考えだったんで、できるだけ実際の鑑定が出たらよく

地権者に理解してもらって、やっぱりなかなかこれ難しい問題で大変だと思うけれども、ま

た皆さん苦労していただいてできるだけ早く地権者との契約結べるようにこれは頑張っても

らいたい。お願いします。その辺のちょっと心構えをちょっと教えてください、部長。 

○副委員長（滝川美幸君） 箭本部長。 

○都市建設部長（箭本 太君） 貴重なご意見をありがとうございました。 
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  今、久保課長のほうからもご答弁をさせていただきましたけれども、先般の一般質問の答

弁で市長のほうからもできるだけ早く用地買収に向けての手続を進めるというふうな答弁を

させていただいております。私どもも新年度に入りましたら早々に不動産鑑定等の手続を進

めさせていただいて、先ほど申し上げたように税務署等の協議もありますんで、その辺慎重

にちょっとさせていただかないと後戻りがあってはいけませんので、年度内には何とかした

いというふうな考えではいますけれども、できるだけ早い段階で地権者さんにご了解をいた

だいて、購入費についても国の補正予算になるかもしれませんけれども、恐らく活用できる

んではないかというふうなことを考えていますので、できるだけなるべく早い段階で購入で

きるように鋭意努力をさせていただきたいと思います。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  ありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 決意というわけじゃないんですけれども、この学習体験施設、これが

大幅に当初予定より値段が上がって26億6,800万ですか、これを超えることはないんでしょ

うね。 

○副委員長（滝川美幸君） 久保課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 契約をしている金額ですので、我々もそれでいきたいなと思

っていますが、昨今の物価高騰の関係で例えば岡島のやり直す工事も１回止まって見直しな

んていう話も出ていますし、我々もそこは本当に危惧しているところでちょっと怖さもある

ところでありますが、できるだけこの中でいければいいなというふうには思っております。 

○副委員長（滝川美幸君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） もう１点気になっているのが、私も玉幡公園の総合屋内プール、あの

件で結局18年でああいうふうになっちゃったんですけれども、今度の学習体験施設がまた

18年で何とかなったら困るんですけれども、その辺の検査体制の見直しというのかな、何

かそのしっかりしたものというのはぜひお願いしたいんですが、何か見直しとかあるんでし

ょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 久保課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 玉幡の公園の施設につきましては、特殊なもので水を使って

しかもちょっと中を温かくしている施設だったものですから、中は木を使っているというふ

うな形でやはり劣化が想像以上に早かったということでございますが、こちらの施設につき
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ましては、子ども体験学習施設につきましては基本はそういうことはないと我々は思ってお

ります。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 要望ですけれども、大型遊具とかいろいろ造ったりするんで事故とか

起こらないようにいうことと、そういう建物の管理ぜひお願いします。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  それでは、よろしいですか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） １つだけ、13ページの開発内公園等のところで、公共施設、樹木、

芝生等という管理業務があるんですけれども、これはあれですかね、例えば計画的にここの

公園をやって、来年はここをやってとかそういう形で管理していくんでしょうか。 

○副委員長（滝川美幸君） 田邊係長。 

○緑化推進係長（田邊 誠君） こちらの業務委託につきましては、毎年うちの公園を含む公

共施設ですとか緑地帯がありまして、そこを随時剪定とか芝生の刈り込みが必要なところを

随時適宜作業に入るような形で進めております。 

○副委員長（滝川美幸君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） そうしますと、例えば古い公園というか昔からある公園でいわゆる植

樹した木がちゃんとその木の間隔を考えずに植えたために木が要するに近くにあって枝が干

渉しちゃってそういうのが落っこってきたりとかってそういうのが以前住民からそういうの

相談されたことあるんですけれども、そういったものの対応というのはどんなふうに。 

○副委員長（滝川美幸君） 田邊係長。 

○緑化推進係長（田邊 誠君） 確かに、年に何件か自治会の方からも要望がございまして、

もうこういう形こういう状況になってしまいますとなかなか職員では撤去が難しいため造園

業者さん等に委託をしまして、随時優先順位をつけまして計画的に撤去などを行っておりま

す。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

○委員（加藤敬徳君） はい。 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、よろしいでしょうか。 
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〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、質疑を終了いたします。 

  これで都市計画課についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ３時１２分 

 

再開 午後 ３時１４分 

 

○副委員長（滝川美幸君） 会議を再開します。 

  次に、上下水道業務課、上下水道工務課所管の事業について、一括で説明を求めます。 

  保坂上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（保坂義実君） 大変お疲れさまです。 

  公営企業部上下水道業務課、工務課になります。よろしくお願いいたします。 

  初めに、このたびの組織機構の見直しに伴いまして、公営企業部では、上下水道業務課の

上水道総務係と下水道総務係が１つの係に再編をされ、上下水道総務係となります。この組

織機構の見直しに伴う当初予算への影響等はございませんので、よろしくお願いをいたしま

す。 

  それでは、上下水道業務課及び工務課が所管をいたします一般会計当初予算案の内容につ

きましてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書は120、121ページをお願いいたします。 

  なお、説明は予算参考資料により説明をさせていただきますので、予算参考資料ナンバー

９の３ページをお願いをいたします。 

  それでは、ご説明させていただきます。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費、ナンバー16簡易水道事業会計繰出

金、予算額は6,060万円、財源は全て一般財源であります。事業の概要は、主に職員人件費

をはじめ施設維持管理に係る動力費や企業債償還利子などへの充当する内容となっておりま

す。 

  続きまして、その下のナンバー17小規模水道維持事業、予算額は14万円で、財源は全額

一般財源であります。事業概要につきましては、敷島の北部の千田地区にありますこちらの
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水質検査の委託料であります。 

  続きまして、予算参考資料の４ページをお願いいたします。予算説明書は124、125ペー

ジをお願いいたします。 

  ４款衛生費、３項１目清掃費、ナンバー08地域し尿処理施設特別会計繰出金、予算額は

320万9,000円で、財源は全て一般財源であります。事業の概要でありますが、関係職員人

件費等へ充当する予算となっております。 

  続きまして、予算参考資料は４ページの中段になります。予算説明書は130、131ページ

をお願いいたします。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、３目農林振興費、ナンバー20農業集落排水事業特別会

計繰出金、予算額は2,460万6,000円で、財源は全額一般財源となります。事業概要につき

ましては、施設の維持管理費などへ充当する予算となっております。 

  続きまして、予算説明書は146、147ページをお願いいたします。 

  予算参考資料につきましてはその下の８款土木費、４項都市計画費、３目下水道費、ナン

バー01下水道事業会計繰出金、予算額は９億1,114万9,000円で、財源は全て一般財源とな

ります。事業の概要につきましては、主に職員人件費をはじめ施設維持管理に係る維持管理

費や事業債償還金及び利子、それから釜無川流域下水道の建設負担金などへ充当する予算と

なっております。 

  続きまして、その下のナンバー02戸別合併処理浄化槽事業会計繰出金、予算額は1,697万

3,000円で、財源は全額一般財源であります。事業の概要につきましては、主に職員人件費

をはじめ施設維持管理に係る維持管理費などへ充当する予算となっております。 

  ただいまご説明をいたしました特別会計及び公益企業会計の詳細につきましては、３月

17日月曜日に開催を予定をされております予算審査特別委員会において、各会計ごとに説

明をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（滝川美幸君） これは説明は終わります。 

  ただいまから質疑をお受けいたします。 

  質疑がある方いらっしゃいますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） １つだけ教えてください。４ページの20番農業集落排水事業特別会

計繰出金、ちょっと聞き逃したかもしれないんですけれども、前年が668万が今年が2,460
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万って結構増えているんです。これはどういった理由なんでしょう。 

○副委員長（滝川美幸君） 保坂課長。 

○上下水道業務課長（保坂義実君） 詳しい内容につきましては特別会計のほうでご説明をさ

せていただきますが、農業集落排水事業から合併処理浄化槽のほうへ移行をすることに伴う

設計等の事務委託料を今年度当初予算のほうに計上させていただいている内容となります。 

  以上です。 

○副委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（滝川美幸君） それでは、これで上下水道業務課、上下水道工務課についてを終

了いたします。 

  以上で本日の審査を終了します。 

  明日は午前９時30分より再開いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ３時２０分 

 


